
戦
前
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
の
形
成
と
展
開

　
　
　
ー
内
務
省
警
保
局
資
料
を
中
心
に
ー

町

村
　
敬
　
志

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

第
一
節
　
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
た
め
に

　
戦
前
期
日
本
に
お
い
て
、
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
生
ま
れ
、
ま
た
い
か
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
か
。
こ
の
点
を
、
内
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

警
保
局
資
料
を
も
と
に
整
理
概
観
す
る
の
が
、
本
論
文
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
う
し
た
作
業
は
、
そ
の
ま
ま
戦
前

に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
史
を
追
い
か
け
る
作
業
と
も
重
な
り
合
う
。

　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
八
月
、
か
ね
て
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
侵
略
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
「
大
日
本
帝
国
」
は
、
韓
国
の
併
合
を
断

行
し
た
。
そ
し
て
以
後
一
九
四
五
年
ま
で
、
朝
鮮
半
島
で
は
日
本
の
植
民
地
支
配
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
歴
史
を
考

え
る
場
合
、
最
初
の
大
き
な
節
目
が
こ
の
時
点
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
化
の
以
前
に
も
、
渡
日
し
て
日
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本
国
内
に
在
留
す
る
朝
鮮
人
は
確
か
に
い
た
。
な
か
で
も
、
東
京
の
大
学
、
専
門
学
校
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
数
は
し
だ
い
に
増
加
し
て
い

っ
た
。
と
は
い
え
、
在
日
朝
鮮
人
人
口
じ
た
い
は
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
一
九
一
〇
年
時
点
で
も
、
そ
の
総
数
は
ま
だ
わ
ず
か
二
六
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

人
ほ
ど
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
併
合
後
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
は
、
増
加
す
る
渡
日
労
働
者
が
移
住
先
の
土
地
に
新
し
い
社
会
を
形
成
し
て
い

く
過
程
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
土
地
を
失
い
離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
層
が
日
本
の
労
働
市
場
に
流
入
し
て
く
る
段
階
（
一
九
一
〇
～
三
八

年
）
、
戦
時
体
制
の
下
で
強
制
連
行
に
よ
る
渡
航
が
中
心
を
占
め
る
段
階
（
一
九
三
九
～
四
五
年
）
、
全
体
は
二
期
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ち
前
半
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

①
紡
績
や
造
船
な
ど
の
大
企
業
が
始
め
た
朝
鮮
で
の
労
働
者
募
集
に
よ
っ
て
労
働
者
流
入
が
始
ま
る
段
階
（
一
九
一
〇
～
二
〇
年
）
。

　
従
来
か
ら
勅
令
に
よ
り
外
国
人
労
働
者
の
入
国
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
の
国
内
化
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
日
本
国
内
で

の
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
｝
○
年
後
の
一
九
二
〇
年
に
お
い
て
も
、
在
日
朝
鮮
人
人
口
は
約
四
万
人
ほ
ど
に
す
ぎ
ず
、
ま
だ

流
入
の
本
格
化
に
は
遠
か
っ
た
。
な
お
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
、
二
月
に
東
京
で
留
学
生
ら
に
よ
る
独
立
宣
言
書
発
表
、
三
月

に
朝
鮮
本
国
で
三
二
独
立
運
動
が
あ
っ
た
た
め
、
朝
鮮
総
督
府
は
同
年
四
月
、
警
務
総
監
令
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
の
日
本
渡
航
に
大
幅
な

制
限
を
加
え
た
。

②
朝
鮮
農
村
か
ら
排
出
さ
れ
る
過
剰
人
口
の
圧
力
が
強
く
な
る
中
で
、
労
働
者
流
入
が
急
増
す
る
段
階
（
一
九
二
一
～
三
〇
年
）
。

　
一
九
二
二
年
、
先
の
警
務
総
監
令
が
廃
止
さ
れ
自
由
渡
航
制
が
復
活
し
た
頃
か
ら
渡
航
数
は
急
増
し
、
一
九
二
五
年
に
は
、
在
日
朝
鮮

人
人
口
が
二
〇
万
人
を
突
破
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
同
年
一
〇
月
か
ら
釜
山
港
で
の
渡
航
制
限
を
強
化
し
た
が
、
し
か
し
さ
ら
に
渡
日

人
数
は
増
加
、
一
九
三
〇
年
に
は
在
日
朝
鮮
人
人
口
が
約
四
二
万
人
に
達
し
て
い
た
。
後
で
も
み
る
よ
う
に
、
労
働
運
動
を
初
め
と
し
て
、

こ
の
頃
か
ら
在
日
朝
鮮
人
社
会
は
活
発
な
動
き
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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③
強
ま
る
戦
時
体
制
の
な
か
で
、
朝
鮮
人
の
満
州
移
民
な
ど
に
よ
っ
て
渡
日
人
数
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
依
然
、
労
働
者

流
入
が
続
い
た
段
階
（
一
九
三
一
～
三
八
年
）
。

　
こ
の
期
間
中
、
毎
年
六
～
八
万
人
程
度
の
増
加
が
続
き
、
一
九
三
八
年
に
は
総
数
約
八
O
万
人
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
八
年
の

国
家
総
動
員
法
公
布
、
一
九
三
九
年
の
労
務
動
員
計
画
を
経
て
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
日
本
国
内
へ
の
強
制
連
行
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

業
種
は
炭
坑
や
鉱
山
、
土
木
、
鉄
鋼
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
結
果
、
強
制
連
行
以
外
の
目
由
渡
航
も
含
め
て
、
在
日
朝
鮮
人
数
は
短

期
間
に
急
激
に
増
加
し
た
。
一
九
四
五
年
に
は
、
約
二
二
〇
万
人
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
移
動
を
、
巨
視
的
な
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
複
合
的
な
側
面
を
も
つ
も
の
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
「
大
日
本
帝
国
」
内
部
に
組
み
込
ま
れ
た
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
列
島
へ
の
労
働
力
移
動
と
し
て
の
側
面
、
第

二
に
、
植
民
地
化
さ
れ
た
祖
国
か
ら
世
界
各
地
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
朝
鮮
人
に
よ
る
「
コ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
形
成
と
し
て
の

（
4
）

側
面
、
そ
し
て
第
三
に
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
工
業
化
に
よ
っ
て
急
速
な
資
本
蓄
積
を
始
め
た
開
発
途
上
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

域
（
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
日
本
）
へ
の
労
働
力
移
動
と
い
う
世
界
シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル
の
変
動
と
し
て
の
側
面
き
で
あ
る
。

　
戦
前
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
が
作
り
出
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
民
族
と
し
て
の
政
治
的
独
立
を
奪
わ
れ
、
劣
悪
な
労
働
条
件
を
強
い

ら
れ
、
社
会
的
な
差
別
に
苦
し
み
、
言
語
的
・
文
化
的
抑
圧
に
さ
ら
さ
れ
た
人
々
が
あ
げ
た
、
自
由
と
独
立
を
求
め
る
声
に
形
を
与
え
る

手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
ま
ず
初
め
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半

に
か
け
て
、
世
界
的
な
規
模
で
移
動
を
体
験
し
た
膨
大
な
移
民
た
ち
が
作
り
上
げ
た
「
移
動
者
メ
デ
ィ
ア
」
の
一
つ
の
事
例
で
も
あ
っ
た
。

　
二
〇
世
紀
へ
の
世
紀
転
換
期
前
後
、
国
境
を
越
え
る
移
動
を
体
験
し
た
大
量
の
人
々
は
、
や
は
り
同
じ
時
期
に
急
速
な
発
展
を
遂
げ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

つ
あ
っ
た
大
衆
メ
デ
ィ
ア
ー
と
り
わ
け
新
聞
・
雑
誌
1
の
叢
生
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
ま
も
な
く
世
界
中
の
各
地
で
、
孤
立
す
る
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移
動
者
た
ち
の
生
き
抜
き
や
適
応
を
支
え
、
移
動
者
の
思
い
や
声
を
内
外
に
伝
え
、
ま
た
移
動
者
た
ち
の
経
済
的
目
立
や
政
治
的
影
響
力

拡
大
の
手
段
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
が
、
数
多
く
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
折
し
も
、
民
族
目
決
主
義
が
大
き
な
支
持
を
集
め
、
文
化
的
・
言
語
的
均
質
性
と
い
う
神
話
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
「
国
民
国
家
」
の

形
成
が
、
世
界
各
地
で
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
移
動
者
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
は
し
ば
し
ば
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
祖
国
の
独
立
を
外
部
か
ら

支
援
す
る
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
移
動
者
た
ち
の
置
か

れ
た
ホ
ス
ト
社
会
に
お
い
て
は
、
民
族
的
・
文
化
的
・
言
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
作
り
出
す
メ
デ
ィ
ア
を
抑
圧
す
る
側
に
ま
わ
る
。
と
り

わ
け
、
植
民
地
国
家
の
統
合
と
領
民
の
強
制
的
均
質
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
帝
国
支
配
者
に
と
っ
て
、
外
国
語
で
書
か
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
過
渡
的
な
存
在
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
B
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
国
民
の
ぴ
っ
ち
り
と
ひ
き
し
ま
っ
た
皮
膚
を
引
き
の

ば
し
て
帝
国
の
巨
大
な
身
体
を
覆
っ
て
し
ま
お
う
と
す
る
策
略
」
を
選
び
取
る
公
定
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
共
通
語
に
よ
る
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

版
と
教
育
の
実
現
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
移
動
者
の
作
る
外
国
語
メ
デ
ィ
ア
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
統
制
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

・
し
か
し
な
が
ら
移
動
し
た
人
々
は
、
単
に
外
部
か
ら
の
強
制
に
よ
っ
て
の
み
、
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
。
新
し
い
ホ
ス
ト
社
会
の

中
に
生
き
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
移
動
者
は
、
社
会
的
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
出
会
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
通

じ
て
、
生
き
抜
き
の
た
め
の
実
に
多
様
な
戦
略
を
編
み
出
し
て
い
く
。
見
知
ら
ぬ
世
界
で
味
わ
う
孤
独
を
い
や
し
、
新
し
い
環
境
へ
の
適

応
を
促
す
情
報
を
載
せ
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
製
作
す
る
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
当
初
、
移
民
た
ち
の
母

語
ー
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
み
れ
ば
外
国
語
1
で
表
現
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
か
に
そ
れ
が
遠
く
離
れ
た
故
郷
の
言
葉

で
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
移
動
者
の
メ
デ
ィ
ア
は
も
は
や
祖
国
の
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
移
動
者
た
ち
の
表
現
ス
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タ
イ
ル
や
利
害
、
そ
し
て
使
用
言
語
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
出
身
社
会
の
そ
れ
ら
と
微
妙
な
ズ
レ
を
生
じ
て
い
く
の
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
結
果
的
に
、
移
住
先
の
ホ
ス
ト
社
会
と
も
と
も
と
の
出
身
社
会
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
世
界
の
狭
間
に
あ
っ
て
宙
づ
り
に
さ
れ
た
よ
う

な
状
況
が
、
移
民
社
会
に
お
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
特
徴
づ
け
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
そ
う
し
た
宙
づ
り
状
態
の
中
で
、

き
わ
め
て
多
様
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
以
下
本
論
文
で
は
、
戦
前
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
を
、
ま
ず
第
一
に
、
朝
鮮
と
日
本
の
間
の
「
国
境
を
ま
た
ぐ
生
活
圏
（
梶

村
秀
樹
）
」
を
基
盤
に
形
成
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
と
ら
え
て
い
き
た
い
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
形
成
に
お
い
て
は
、
人

的
に
も
ま
た
流
通
面
で
も
「
国
境
」
を
越
え
る
多
彩
な
関
係
が
そ
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
第
二
に
、
滞
在
期
間
が
長
期
化
し
て

い
く
に
つ
れ
て
人
々
の
生
活
圏
も
ま
た
変
化
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
、
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
を
内
容
面
や
流
通
面
で
い
か
に
変

化
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
。
こ
の
変
容
の
過
程
が
、
以
下
で
も
主
要
な
論
点
と
な
る
。

　
戦
前
期
の
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
祖
国
の
独
立
回
復
を
目
指
す
朝
鮮
人
に
よ
る
自
前
の

公
論
形
成
の
試
み
で
あ
っ
た
。
帝
国
国
家
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
を
受
け
な
が
ら
も
、
言
説
の
生
産
を
通
じ
て
自
前
の
公
共
圏
を
独
目

に
作
り
出
そ
う
と
す
る
地
道
な
試
み
は
、
息
長
く
続
け
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
同
時
に
、
移
動
者
と
し
て
朝
鮮
半
島
か
ら
海
を
渡
っ
た

人
々
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
日
本
国
内
で
活
動
の
足
場
を
築
き
、
社
会
的
な
接
点
を
増
や
し
て
い
く
。
公
論
形
成
の
場
と
な
る
の
は
、

何
も
新
聞
の
よ
う
な
狭
義
の
政
治
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
ハ
バ
ー
マ
ス
ら
の
議
論
に
も
あ
る
よ
う
に
、
政
治
的

な
公
論
の
具
体
的
な
現
場
は
、
例
え
ば
人
々
が
自
由
に
出
会
い
語
る
こ
と
が
で
き
る
日
常
生
活
圏
（
例
え
ば
、
居
酒
屋
）
の
豊
か
さ
、
職

業
や
余
暇
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
厚
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
圏
や
社
会
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
は
、
や
が
て
、
独
自
の
利
害
や
思
想
を
そ
こ
に
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
つ
ね
に
新
し
い
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性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
変
容
過
程
を
一
連
の
変
化
と
し
て
素
描
す
る
の
が
、
本
論
文
の
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
戦
前
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
の
全
体
像
を
概
観
す
る
に
当
た
っ
て
、
本
論
文
も
ま
た
、
他
の
多
く
の
在
日
朝
鮮
人

史
研
究
と
同
様
、
内
務
省
警
保
局
や
各
府
県
が
ま
と
め
た
在
日
朝
鮮
人
関
係
の
資
料
に
多
く
を
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
時
施
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
い
た
新
聞
紙
法
（
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
）
に
基
づ
く
言
論
の
統
制
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
と
制
限
を
発
行
者
に
課
し
て
い
た
。

　
第
一
に
、
発
行
は
基
本
的
に
届
出
が
必
要
で
、
届
出
が
あ
っ
た
も
の
は
「
合
法
」
、
な
い
も
の
は
「
非
合
法
」
と
な
る
。
そ
し
て
特
に

「
時
事
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掲
載
ス
ル
新
聞
紙
」
の
場
合
に
は
、
保
証
金
を
管
轄
地
方
官
庁
に
納
め
る
義
務
を
負
う
（
一
二
条
）
。
た
と
え
ば
、

同
法
に
よ
れ
ば
、
東
京
市
、
大
阪
市
と
そ
の
市
外
三
里
以
内
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
円
と
い
う
高
額
が
課
さ
れ
て
い
た
。

　
第
二
に
、
刊
行
物
は
、
発
行
と
同
時
に
、
内
務
省
（
二
部
）
、
管
轄
地
方
官
庁
・
地
方
裁
判
所
検
事
局
・
区
裁
判
所
検
事
局
（
各
一
部
）

に
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
第
三
に
、
「
安
寧
秩
序
ヲ
棄
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
」
事
項
を
掲
載
し
て
い
る
場
合
、
内
務
大
臣
に
よ
る
発
売
ま
た
は
頒
布
の
禁
止
、

差
し
押
さ
え
を
認
め
る
（
第
二
三
条
）
。
司
法
上
の
手
続
き
を
取
ら
ず
、
行
政
処
分
だ
け
で
発
禁
を
認
め
る
こ
の
事
項
は
、
在
日
朝
鮮
人

の
新
聞
．
雑
誌
に
お
い
て
も
乱
用
さ
れ
た
。
　
そ
し
て
第
四
に
、
こ
う
し
た
規
則
を
犯
し
た
場
合
、
発
行
人
ば
か
り
で
な
く
編
輯
人
や
署

名
執
筆
者
ま
で
を
禁
固
等
に
処
す
る
な
ど
の
、
き
び
し
い
罰
則
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
言
論
統
制
を
担
当
す
る
の
は
内
務
省
警
保
局
と
警
視
庁
・
各
府
県
で
、
こ
れ
ら
が
作
成
す
る
在
日
朝
鮮
人
刊
行
物
リ
ス
ト
の

な
か
に
は
、
数
千
部
単
位
の
新
聞
か
ら
謄
写
版
刷
り
の
わ
ず
か
二
〇
部
ほ
ど
の
同
人
誌
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
内
務
省
の
文
書
に
は
、
在
日

朝
鮮
人
が
関
わ
っ
た
き
わ
め
て
多
数
の
新
聞
・
雑
誌
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
や
研
究
機
関
、
公
共
機
関
に

よ
る
こ
れ
ら
資
料
の
保
存
状
況
は
、
き
わ
め
て
悪
い
。
一
部
、
韓
国
内
で
復
刻
の
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
（
例
え
ば
『
学
之
光
』
）
、
か

な
り
の
部
数
が
出
た
は
ず
の
新
聞
類
で
さ
え
、
現
物
に
出
会
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
（
例
え
ば
『
民
衆
時
報
』
）
。
官
憲
に
よ
る
き
び
し
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い
弾
圧
、
不
安
定
な
生
活
、

が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

戦
災
、
長
い
時
間
の
経
過
、
そ
し
て
図
書
な
ど
と
違
い
そ
も
そ
も
保
存
の
対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
点
な
ど

第
一
一
節
在
日
朝
鮮
人
刊
行
物
の
変
遷

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　
最
初
に
、
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
新
聞
・
雑
誌
の
全
体
像
を
み
て
お
こ
う
。
戦
前
に
お
い
て
、
国
内
の
各
種
社
会
運
動
を
管
理
、
弾
圧
す

る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
内
務
省
警
保
局
は
、
『
社
会
運
動
の
状
況
』
と
題
す
る
報
告
を
毎
年
残
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
か
ら
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
分
に
は
、
「
在
留
朝
鮮
人
の
運
動
状
況
」
と
い
う
報
告
が
毎
回
掲
載
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

在
日
朝
鮮
人
史
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
毎
回
、
「
在
留
朝
鮮
人
ノ
発
行
ス
ル
印
刷
物
ノ
状
況
」
な
ど
と
題
さ

れ
た
一
節
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
「
近
時
在
留
朝
鮮
人
ニ
シ
テ
各
種
ノ
印
刷
物
ヲ
発
行
ス
ル
モ
ノ
別
表
ノ
通
リ
漸
次
増
加
シ
ツ
ツ
ア
ル
ガ
、
就
中
左
翼
団
体
二
於
テ
発
行

ス
ル
機
関
紙
ノ
内
容
二
至
リ
テ
ハ
概
ネ
社
会
主
義
思
想
ヲ
宣
伝
シ
、
或
ハ
政
治
又
ハ
社
会
上
ノ
問
題
二
関
ス
ル
事
端
ヲ
捉
ヘ
テ
民
族
的
精

神
ヲ
煽
動
激
発
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
矯
激
ナ
ル
記
事
ヲ
掲
載
ス
ル
モ
ノ
多
ク
検
閲
ノ
結
果
頒
布
禁
止
処
分
二
附
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
不
勘
ノ
状
況
ニ

ア
リ
テ
、
其
ノ
多
ク
ハ
経
費
等
ノ
関
係
ニ
ヨ
リ
予
定
ノ
発
行
ス
ル
能
ハ
ス
休
刊
乃
至
廃
刊
ノ
ヤ
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
モ
ノ
不
勘
モ
ノ
ア
リ
。
最

近
ニ
ア
リ
テ
ハ
最
モ
軽
便
ニ
シ
テ
多
額
ノ
経
費
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
宣
伝
ノ
効
果
ヲ
挙
ケ
ン
コ
ト
ヲ
図
リ
各
種
闘
争
ニ
ュ
！
ス
、
宣
伝
ビ
ラ
、

激
文
等
ヲ
連
続
的
二
謄
写
印
刷
シ
テ
撒
布
セ
ン
ト
ス
ル
傾
向
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
其
ノ
内
容
ハ
概
ネ
矯
激
ナ
ル
字
句
ヲ
連
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
一
般
在
留
朝
鮮
人
二
反
響
ス
ル
所
不
勘
モ
ノ
ア
リ
。
之
ガ
適
正
ナ
ル
処
分
ト
取
締
二
付
テ
ハ
周
到
ナ
ル
注
意
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
当
リ
ツ
ツ
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（
n
）

ア
リ
。
」

　
こ
れ
は
、
一
九
二
九
年
報
告
の
｝
部
だ
が
、
毎
回
、
「
合
法
」
・
「
非
合
法
」
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
物
の
発
行
状
況
に
つ
い
て
の
簡
単
な
報

告
と
、
「
合
法
」
の
刊
行
物
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
「
非
合
法
」
と
は
、
新
聞
紙
法
や
出
版
法
に
も
と
づ
く

届
け
が
官
庁
に
出
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
「
合
法
」
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
は
か
な
り
が
、
「
共
産
主
義
的
」
、
「
無
政
府
主
義

的
」
、
「
民
族
主
義
的
」
な
ど
の
理
由
で
、
発
禁
や
差
し
押
さ
え
を
受
け
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
毎
回
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
刊
行
物
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
ま
ず
在
日
朝
鮮
人
の
世
界
か
ら
生
ま
れ

　
　
　
　
　
（
蛇
）

た
定
期
的
刊
行
物
の
動
向
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
報
告
が
あ
っ
た
一
四
年
間
中
に
登
場
し
た
総
タ
イ
ト
ル
数
は
、
全
部
で
二
八
三
に
の
ぼ

る
。
報
告
中
で
内
務
省
側
が
行
っ
た
記
載
内
容
を
も
と
に
刊
行
物
を
分
類
す
る
と
、
内
鮮
融
和
系
が
六
八
、
宗
教
系
が
三
四
、
労
働
団
体

系
が
二
九
、
一
般
新
聞
が
二
三
、
学
生
団
体
系
が
二
二
、
そ
の
他
の
民
族
系
団
体
が
二
二
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
分
類
不
明
が
、
三

　
　
　
（
1
3
）

五
ほ
ど
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
ま
ず
第
｝
に
わ
か
る
こ
と
は
、
在
日
朝
鮮
人
が
刊
行
し
て
い
た
定
期
刊
行
物
の
中
心
は
、
特
定
目
的
の
団
体
が
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
発
行
す
る
新
聞
、
機
関
誌
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
類
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
特
定
多
数
の
読
者

を
対
象
と
し
た
新
聞
．
雑
誌
類
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
ま
ず
、
在
日
朝
鮮
人

が
ど
の
よ
う
な
団
体
を
組
織
し
て
き
た
か
、
い
い
か
え
る
と
各
種
団
体
の
盛
衰
に
つ
い
て
、
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
表
1
は
、
在
日
朝
鮮

人
団
体
延
べ
参
加
人
員
の
推
移
を
、
内
務
省
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
一
人
で
い
く
つ
も
の
団
体
に
加
入

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
延
べ
人
数
で
し
か
な
い
が
、
各
団
体
の
消
長
は
一
応
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
「
共
産
主
義
系
」
や
「
無
政
府
主
義
系
」
は
と
も
に
一
九
三
二
年
を
ピ
ー
ク
に
、
急
速
に
そ
の
規
模
を
縮
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戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　　　　　表1在留朝鮮人団体延べ参加人数　　1930～1942年一

　　　　　　　　　　　社会民主　　　　民族主義系

年響響義鮮講謙その他総言＋難醒素

1930　8，393　565　　0　4，882　3，167　5，133　22，140　57，778
1931　　12，400　　　　647　　　　　　　0　　　　3，051　　　4，137　　　4，699　　24，934　　　　65，439

1932　13，844　1，026　　0　2，808　4，267　15，05837，003　77，487

1933　10，943　662　1，457　3，045　5，995　13，524　35，626　98，297

1934　5，261　616　2，211　3，244　5，723　9，069　26，124　123，508

1935　4，564　547　2，193　3，414　5，502　7，21923，439　86，755

1936　3，352　430　2，605　5，121　6，983　7，40425，895　78，846

1937　2，732　210　2，535　　一　　一　19，54025，017　131，824
1938　　　　384　　　　　　0　　　　1，790　　　　　　一　　　　　 一　　　22，907　　25，081　　　　74，308

1939　　　　492　　　　　　0　　　　　664　　　　　　一　　　　　一　　　19，868　　21，024　　　　29，309

1940　　　　450　　　　　　0　　　　　　10　　　10，897　　　7，206　　　1，957　　20，520　　　　15，702

1941　　　　450　　　　　　0　　　　　　　0　　　11，389　　　6，516　　　1，407　　19，762　　　　　7，263

1942　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　　0　　　　9，933　　　7，849　　　　878　　18，660　　　　　3，302

注；1937・38・39年の学生団体，宗教団体は，「その他」に含まれる　「その他」には，地域親睦団体，

　　職域団体，同郷団体等が含まれる

資料　内務省警保局編『社会運動の状況』各年版

小
さ
せ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
で

示
さ
れ
た
「
一
国
一
党
」
の
原
則
に
従
う
形
で
一
九
三
〇
年
以

降
、
在
日
朝
鮮
人
の
労
働
組
織
は
日
本
の
労
働
組
織
に
合
流
・

解
消
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
の
「
満
州
事
変
」
以

降
、
政
府
に
よ
る
労
働
運
動
抑
圧
や
言
論
弾
圧
は
、
そ
の
き
び

し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
漸
増
傾
向
に
あ
る
の
が
、
「
学
生
」
・

「
宗
教
」
・
「
そ
の
他
の
民
族
主
義
系
」
か
ら
な
る
広
義
の
「
民

族
系
団
体
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
各
大
学
の
学
生
同
窓
会
を

中
心
と
し
た
「
学
生
」
団
体
と
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と
す
る

「
宗
教
」
団
体
の
増
加
は
か
な
り
顕
著
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か

し
す
べ
て
の
「
民
族
系
団
体
」
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
宗
教
」
と
「
学
生
」
を
除
い
た
「
そ
の
他
の
民
族
主
義
系
」

団
体
は
、
「
共
産
主
義
系
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
明
確
な
減
少

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
官
憲
に
よ
る
団
体
分
類
と
は
、

あ
く
ま
で
も
統
制
の
便
宜
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
現
実
に
は
、
個
別
の
団
体
は
そ
れ
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ぞ
れ
独
特
の
社
会
的
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
を
一
面
的
に
の
み
と
ら
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
各
団
体
が

内
包
し
て
い
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
厚
み
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
結
果
を
招
く
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
先
述
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
分
類

の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。

　
外
村
大
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
「
在
日
朝
鮮
人
社
会
」
が
成
立
す
る
中
で
、
労
災
、
疾
病
対

策
、
職
の
確
保
の
必
要
か
ら
人
々
は
親
方
層
を
中
心
と
す
る
相
互
扶
助
的
な
組
織
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
相
互
扶
助
的
な
組
織
は
、

そ
れ
が
置
か
れ
た
個
別
の
条
件
の
下
で
、
「
行
政
や
資
本
家
が
関
与
し
た
内
鮮
融
和
団
体
に
ま
と
め
ら
れ
て
行
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
h
）

に
階
級
的
民
族
的
立
場
の
社
会
運
動
団
体
に
な
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
」
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
「
地
域
や
血
縁
を
結
合
の
契
機
」

と
す
る
小
集
団
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
リ
ー
ダ
i
層
の
活
動
は
、
在
日
朝
鮮
人
独
自
の
生
活
問
題
へ
の
対
応
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
内
鮮
融
和
系
・
社
会
主
義
系
団
体
の
い
ず
れ
と
接
点
を
持
っ
て
も
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。

　
同
郷
や
居
住
地
域
、
職
業
や
趣
味
な
ど
に
基
づ
く
各
種
親
睦
団
体
の
拡
大
は
、
定
住
化
と
と
も
に
進
み
つ
つ
あ
る
「
融
和
」
の
実
態
を

映
し
出
す
一
方
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
生
活
世
界
が
民
族
的
結
合
を
基
盤
に
し
だ
い
に
成
熟
し
て
い
く
様
子
を
反
映
し
て
い
た
。
「
何
れ

も
表
面
的
活
動
と
し
て
は
會
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
す
る
會
合
等
を
持
つ
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
其
の
胸
底
深
く
互
い
に
抱
蔵
す
る
庭
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
は
民
族
的
偏
見
に
基
く
同
志
の
結
合
強
化
の
手
段
に
外
な
ら
ず
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
官
憲
側
の
判
断
は
、
そ
う
し
た
二
面
性
を
統

制
す
る
側
か
ら
述
べ
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
官
憲
の
資
料
に
よ
っ
て
「
融
和
親
睦
系
其
の
他
団
体
」
と
一
括
さ
れ
た
団
体
群
に
も
き
わ

め
て
多
様
な
団
体
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
一
連
の
団
体
で
す
ら
、
「
民
族
主
義
的
」
で
「
内
鮮
融
和
」
に
反
す
る
と
の
理
由
で
、
次
第
に
抑
圧
の
対
象
と
さ

れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
一
九
三
五
年
頃
以
降
、
「
融
和
」
政
策
か
ら
「
同
化
」
政
策
へ
の
大
き
な
転
換
が
進
む
中
で
、
「
融
和
親
睦
系
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
）

団
体
す
ら
も
そ
の
数
を
大
き
く
減
少
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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表2　在日朝鮮人刊行物の推移　　類型別

　　　　　　毎年の刊行物タイトル数　　　　　　　タ朴ル

192930313233343536373839404142総数
男1』類

3
9
6
8
6
2
4
5
6
9
2
8
5

2
2
　
1
　
2
3
　
　
　
2
6
3

0
0
0
0
0
6
5
0
0
0
1
4
0

0
0
0
0
0
5
4
0
0
0
1
4
0

0
0
0
1
0
7
4
0
0
0
3
4
1

1
0
0
5
0
9
4
0
0
1
3
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

2
0
0
4
0
8
6
0
1
3
5
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

5
0
0
4
0
7
7
2
1
4
7
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

8
1
0
4
2
7
7
4
2
2
5
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

4
1
0
6
2
4
5
3
4
2
4
5
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

6
3
1
6
3
7
6
0
1
4
5
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

5
2
2
3
3
5
7
0
2
1
5
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

3
0
3
3
0
1
4
0
0
1
5
5
0

1
3
2
2
0
1
3
0
0
1
1
7
2

2
7
0
2
0
0
2
0
0
0
5
0
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

5
5
0
1
0
3
2
0
0
0
1
5
4

　
1聞

系
系
系
系
系
系
系
系
系
体
系
明

　
　
　
　
　
　
　
体
体
　
団

新
体
体
済
合
体
　
団
団
　
系

　
団
団
経
組
団
教
睦
睦
味
族
和

般
働
治
業
費
生
　
親
親
　
民

　
　
　
　
　
　
　
域
郷
　
の

｝
労
政
職
消
学
宗
地
同
趣
他
融
不
　　　言十　　　　　　　　　 36　　32　　23　　25　52　62　　58　　62　58　47　　38　　20　　14　　16　　　283

資料，内務省警保局編『社会運動の状況』各年版より作成

以
上
で
み
た
団
体
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
も
う
一
度
、
メ

デ
ィ
ア
類
型
ご
と
の
変
化
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
（
表
2
）
。

こ
れ
ら
と
、
先
ほ
ど
の
団
体
参
加
者
数
の
変
化
を
比
べ
る
と
、
メ

デ
ィ
ア
の
変
化
に
は
、
団
体
参
加
者
数
と
比
べ
て
多
少
の
時
間
的

遅
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
に
、
「
労
働
団
体
系
」
刊
行
物
が
】
九
三
二
年
に
か
け
て

急
減
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
理
由
は
、
団
体
参
加
者
数
減
少
の

場
合
と
同
様
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
興
味
深
い
の
は
、

一
九
三
四
～
六
年
あ
た
り
に
、
そ
の
他
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
ピ
ー

ク
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
他
の
民
族
主
義
系
」
団

体
が
関
わ
る
刊
行
物
、
た
と
え
ば
「
職
業
経
済
系
」
、
「
地
域
親
睦

団
体
系
」
、
「
同
郷
親
睦
団
体
系
」
、
「
趣
味
系
」
、
「
他
の
民
族
団
体

系
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
一
九
三
五
年
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
。
労
働
運
動
と
の
関
係
も
深
い
が
、
「
消
費
組
合
系
」
の
刊

行
物
も
こ
の
仲
間
に
入
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、

不
特
定
多
数
の
読
者
を
相
手
に
す
る
コ
般
新
聞
」
が
、
ほ
ぼ
同

じ
時
期
、
す
な
わ
ち
一
九
三
六
年
あ
た
り
を
ピ
ー
ク
に
刊
行
に
さ
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

れ
て
い
る
こ
と
も
目
を
引
く
。
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し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
も
、
言
論
弾
圧
が
き
び
し
さ
を
増
し
皇
民
化
政
策
が
徹
底
さ
れ
る
一
九
四
〇
年
前
後
に
は
、
ほ
と

ん
ど
が
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
国
策
に
沿
っ
た
「
融
和
系
」
を
除
け
ば
、
残
っ
た
の
は
団
体
の
場
合
と
同
様
、
「
学
生
団
体
系
」

と
「
宗
教
系
」
の
刊
行
物
の
み
で
あ
っ
た
。

　
以
下
で
は
、
時
間
的
な
順
序
を
追
い
な
が
ら
、
代
表
的
な
刊
行
物
の
タ
イ
プ
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
論
文
の
末
尾
に
内
務

省
警
保
局
の
刊
行
物
リ
ス
ト
に
登
場
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
一
覧
を
掲
載
し
た
。

第
三
節
　
留
学
生
雑
誌
の
時
代

　
朝
鮮
人
の
日
本
留
学
は
、
朝
鮮
内
の
開
化
派
が
国
内
の
守
旧
派
を
倒
し
近
代
化
に
向
け
て
国
内
改
革
を
は
か
ろ
う
と
す
る
た
め
、
日
本

に
接
近
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
な
か
で
始
ま
っ
た
。
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
、
李
朝
政
府
派
遣
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
随
員
と
し
て

日
本
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
㎜
部
が
、
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
慶
応
義
塾
や
戸
山
学
校
（
陸
軍
士
官
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

校
の
前
身
）
な
ど
に
百
人
近
い
留
学
生
が
送
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
八
四
年
開
化
派
に
よ
る
甲
申
政
変
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
結

果
、
留
学
生
の
派
遣
は
一
時
途
絶
え
た
。

　
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
、
「
甲
午
改
革
」
の
一
環
と
し
て
李
朝
政
府
に
よ
る
日
本
留
学
生
再
派
遣
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

こ
の
年
、
百
人
以
上
が
慶
応
義
塾
や
早
稲
田
大
学
な
ど
に
入
学
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
に
よ
っ
て
一
八
九
六
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
「
大

朝
鮮
人
日
本
留
学
生
親
睦
会
」
の
機
関
誌
と
し
て
、
同
年
五
月
に
『
親
睦
会
会
報
』
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
は
、
単
に
留
学
生
が
つ

く
っ
た
最
初
の
雑
誌
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
在
日
朝
鮮
人
が
つ
く
っ
た
事
実
上
最
初
の
定
期
的
刊
行
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
そ
の
現
物
を
み
る
と
、
留
学
生
の
消
息
や
留
学
生
に
よ
る
論
説
ば
か
り
で
な
く
、
本
国
政
府
の
動
向
、
世
界
各
国
の
動
き
ま
で
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も
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
単
な
る
同
人
誌
の
域
を
越
え
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
雑
誌
は
、
本
国
に

も
送
ら
れ
、
啓
蒙
的
役
割
を
は
た
し
た
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
途
切
れ
途
切
れ
で
は
あ
る
が
留
学
生
の
派
遣
が
続
き
、
次
第
に
留
学
生
の
数
は
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
同
じ
時
期
に
、
日

本
に
よ
る
朝
鮮
半
島
へ
の
進
出
、
そ
し
て
植
民
地
化
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
留
学
生
に
対
す
る
管
理
も
強
ま
り
始
め
た
。
こ
の
た
め
、

留
学
生
の
内
部
に
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
民
族
主
義
的
な
動
き
は
、
留
学
生
た
ち
の
団
体
や
留
学
生
ら

が
多
く
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
を
中
心
に
ま
ず
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
在
日
本
東
京
朝
鮮
基

督
教
青
年
会
（
一
九
〇
六
年
結
成
、
機
関
紙
『
使
命
』
）
、
朝
鮮
聯
合
耶
蘇
教
会
（
同
一
九
〇
六
年
）
、
在
東
京
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
九
〇
六
年
、
機
関
紙
『
基
督
青
年
』
）
が
含
ま
れ
る
。

　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
韓
国
併
合
に
よ
り
、
留
学
生
の
地
位
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
留
学
生
団
体
は
こ
と
ご
と
く
解
散
さ

　
　
（
2
1
）

せ
ら
れ
た
。
そ
の
前
年
、
や
は
り
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
の
団
体
で
あ
る
大
韓
興
学
会
は
機
関
誌
「
大
韓
興
学
報
』
（
月
刊
）
を
発
行
、
そ

の
中
で
日
韓
併
合
反
対
の
記
事
を
載
せ
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
保
証
金
不
能
に
よ
り
廃
刊
さ
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
出
身
道
別
の
地
方
親
睦
会
を
ま
と
め
る
形
で
、
一
九
一
二
年
に
東
京
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
が
結
成
さ
れ
、
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
に
は
、
機
関
誌
『
学
之
光
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

　
『
学
之
光
』
は
、
時
事
的
な
記
事
は
載
せ
な
か
っ
た
（
新
聞
紙
法
に
定
め
ら
れ
た
保
証
金
は
納
め
な
か
っ
た
）
が
、
評
論
や
随
筆
、
文

芸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
載
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
朝
鮮
本
国
や
米
国
各
地
の
朝
鮮
人
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
発
行
の
一
五
号
は
、
一
六
〇
〇
部
印
刷
し
て
、
三
〇
〇
部
を
日
本
国
内
の
留
学
生
に
配
布
し
、
残
り

を
朝
鮮
他
へ
頒
布
し
た
と
さ
れ
る
。
判
明
し
た
宛
先
の
な
か
に
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ニ
ニ
部
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
三
二
部
、
シ
カ
ゴ
ニ
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

や
中
国
間
島
地
方
五
部
な
ど
が
含
ま
れ
、
朝
鮮
人
知
識
人
・
学
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
；
ク
の
広
が
り
を
教
え
て
く
れ
る
。
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「
朝
鮮
人
自
身
の
朝
鮮
語
に
よ
る
唯
一
の
総
合
誌
」
と
し
て
の
『
学
之
光
』
は
、
言
論
の
自
由
が
大
幅
に
奪
わ
れ
て
い
た
植
民
地
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
メ
デ
ィ
ア
に
代
わ
っ
て
、
民
族
意
識
の
高
揚
を
支
え
た
。
こ
の
他
、
留
学
生
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
、
『
女
子
界
』

（
朝
鮮
女
子
親
睦
会
）
、
『
東
亜
時
論
』
、
『
家
庭
新
報
』
、
『
農
界
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
た

　
思
想
的
な
締
め
付
け
が
き
び
し
く
な
る
な
か
で
、
朝
鮮
半
島
や
そ
の
他
の
諸
国
か
ら
の
新
聞
持
ち
込
み
は
、
次
第
に
き
び
し
く
取
り
締

ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
併
合
が
行
わ
れ
た
一
九
一
〇
年
、
半
島
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
た
『
大
韓
毎
日
申
報
』
『
大
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

新
聞
』
等
が
没
収
さ
れ
た
。

　
併
合
後
も
、
政
冶
的
抑
圧
を
避
け
て
、
米
国
（
と
り
わ
け
ハ
ワ
イ
）
、
上
海
、
天
津
、
北
京
、
旧
満
州
な
ど
の
各
地
で
、
朝
鮮
人
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

る
活
発
な
刊
行
活
動
は
続
い
て
い
た
。
『
国
民
報
』
（
ホ
ノ
ル
ル
）
、
『
新
韓
民
報
』
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
、
『
太
平
洋
時
事
』
（
ホ
ノ
ル

ル
）
、
『
独
立
新
聞
』
（
上
海
）
、
『
韓
美
報
』
（
ハ
ワ
イ
）
、
『
震
壇
』
（
上
海
）
な
ど
、
日
本
国
内
輸
入
禁
止
の
刊
行
物
が
、
各
地
の
朝
鮮
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
か
ら
密
か
に
送
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と
が
、
内
務
省
の
資
料
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
朝
鮮
本
国
で
の
三
二
独
立
運
動
に
先
駆
け
て
、
二
月
に
、
東
京
で
コ
丁
八
独
立
宣
言
」
が
、
留
学
生

を
中
心
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
留
学
生
を
中
心
と
し
た
民
族
主
義
運
動
の
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
関

東
大
震
災
と
直
後
の
朝
鮮
人
虐
殺
な
ど
の
事
件
も
あ
っ
て
、
一
時
、
留
学
生
の
数
は
減
少
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
増
加
し
、
一
九

二
〇
年
代
後
半
に
は
、
『
学
之
光
』
を
刊
行
す
る
東
京
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
に
は
二
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
留
学
生
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
社
会
主
義
、
共
産
主
義
の
影
響
が
強
ま
る
な
か
で
、
活
動
は
い
っ
そ
う
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
団
体
は
、
共
産
主
義
、
無
政
府
主
義
、
民
族
主
義
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
相
互
に
き
び
し

く
対
立
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
弾
圧
が
強
ま
る
な
か
で
、
民
族
解
放
や
反
帝
国
主
義
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

統
｝
戦
線
を
つ
く
る
動
き
も
目
立
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
、
東
京
に
本
拠
を
お
く
一
八
団
体
が
結
束
を
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し
て
、
朝
鮮
人
団
体
協
議
会
を
結
成
し
た
。
こ
の
組
織
化
の
際
に
も
、
留
学
生
学
友
会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
も
っ
と
も
こ
の
頃
に
は
、
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
学
生
の
多
か
っ
た
東
京
で
も
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
人
口
が
急
増
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
在
日
朝
鮮
人
全
体
の
中
に
占
め
る
学
生
の
比
率
は
非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
九
二
五
年
の
治
安
維
持
法
以
降
、
官
憲
に
よ
る
学
生
団
体
に
対
す
る
弾
圧
も
、
き
び
し
さ
を
増
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
間
で
も
、
先

に
も
述
べ
た
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン
の
「
一
国
一
党
」
の
原
則
を
支
持
す
る
勢
力
が
力
を
増
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
年
活
動
を
続
け
て
き
た
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

朝
鮮
留
学
生
学
友
会
は
、
一
九
三
一
年
、
自
ら
解
消
の
宣
言
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
『
学
之
光
』
も
一
九
三
〇
年
の
二
九

号
で
終
刊
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
後
も
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
、
中
央
大
学
、
日
本
大
学
な
ど
各
大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校

な
ど
の
朝
鮮
人
留
学
生
同
窓
会
は
活
動
を
続
け
た
。
そ
し
て
同
窓
会
の
機
関
誌
発
行
を
通
じ
て
、
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
を
支
え

続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
在
日
の
人
々
の
心
情
を
吐
露
し
、
ま
た
民
族
と
し
て
の
目
覚
を
確
認
す
る
た
め
の
表
現
手
段
と
し
て
、
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
」

の
領
域
が
あ
る
。
初
期
に
お
い
て
は
、
『
学
之
光
』
な
ど
留
学
生
雑
誌
に
お
い
て
、
多
く
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

二
五
年
頃
以
降
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
系
の
刊
行
物
に
、
発
表
の
場
が
移
っ
て
い
っ
た
。

第
四
節
　
労
働
運
動
の
高
揚

　
一
九
二
二
年
、
自
由
渡
航
制
が
復
活
し
た
こ
ろ
か
ら
、
労
働
者
の
渡
日
は
急
増
を
始
め
た
。
折
か
ら
社
会
主
義
運
動
が
活
発
化
す
る
中
、

労
働
者
の
組
織
化
が
進
み
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
労
働
運
動
を
基
盤
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
増
加
し
て
い
た
。

　
一
九
二
二
（
大
正
一
｝
）
年
一
一
月
に
東
京
朝
鮮
労
働
同
盟
会
、
同
年
一
二
月
に
大
阪
朝
鮮
労
働
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
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一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
二
月
に
は
、
こ
れ
ら
二
団
体
を
含
む
一
一
の
朝
鮮
人
労
働
団
体
が
参
加
し
て
、
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
が

東
京
で
組
織
さ
れ
た
。
最
盛
時
に
は
四
万
人
を
越
え
る
労
働
者
を
組
織
し
た
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
労
働
運
動
、

民
族
運
動
の
中
心
と
し
て
活
動
し
た
。
在
日
朝
鮮
労
総
お
よ
び
関
連
の
労
働
組
合
・
団
体
は
、
多
く
の
機
関
誌
を
刊
行
し
、
一
九
二
九
年

頃
に
か
け
て
在
日
朝
鮮
人
独
自
に
よ
る
労
働
運
動
メ
デ
ィ
ア
の
ピ
ー
ク
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
こ
の
中
に
は
、
在
日
朝
鮮
労
総
に
よ
る

『
朝
鮮
労
働
』
（
朝
鮮
語
）
、
『
現
段
階
』
（
朝
鮮
語
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
一
国
一
党
主
義
を
掲
げ
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
針
が
出
さ
れ
る
中
、
一
九
二
九
年
末
、
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
は
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

共
産
党
の
指
導
下
で
結
成
さ
れ
た
日
本
労
働
組
合
全
国
協
議
会
（
全
協
）
へ
と
合
併
・
解
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
、
全
共
の
朝
鮮

人
委
員
会
と
し
て
日
本
共
産
党
の
指
導
の
も
と
で
活
動
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
在
日
労
総
の
活
動
活
動
家
た
ち
が
そ

の
ま
ま
全
協
へ
と
再
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
神
戸
地
域
の
事
例
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
相
互
扶
助
的
組
織
に
基
礎

を
置
い
て
い
た
在
日
労
総
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
必
ず
し
も
全
協
へ
は
合
流
せ
ず
、
た
と
え
ば
、
消
費
組
合
組
織
へ
と
活
動
の
拠
点
を
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

し
て
い
っ
た
（
次
節
の
「
神
戸
朝
鮮
人
消
費
組
合
」
の
ケ
ー
ス
参
照
）
。

　
と
も
あ
れ
在
日
労
総
が
全
協
へ
合
流
し
て
い
っ
た
結
果
、
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
労
働
運
動
メ
デ
ィ
ア
は
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
在
日
朝
鮮
人
労
組
独
自
の
機
関
紙
に
代
わ
っ
て
、
全
協
中
央
や
各
産
別
組
合
に
よ
る
、
機
関
紙
や
指
令
、
ニ
ュ
ー
ス
の
朝
鮮

語
版
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
中
に
は
、
全
協
中
央
の
『
労
働
新
聞
』
、
土
建
本
部
機
関
紙
『
土
木
建
築
労
働
者
』
、
土
建
東
京
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
）

機
関
紙
『
土
木
労
働
者
』
、
日
本
化
学
労
組
『
化
学
労
働
者
』
な
ど
の
朝
鮮
語
版
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
一

環
と
し
て
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
（
コ
ッ
プ
）
や
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
（
ヤ
ッ
プ
）
な
ど
に
在
日
朝
鮮
人
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
な
か
で
朝
鮮
語
の
機
関
紙
等
が
発
行
さ
れ
た
。
コ
ッ
プ
機
関
紙
『
大
衆
の
友
』
の
付
録
『
ウ
リ
ト
ン
ム
』
（
朝

鮮
語
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

196



　
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
非
合
法
」
印
刷
物
に
つ
い
て
も
、
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
元
来
、
朝
鮮
人
を
主
体
と
す
る

社
会
主
義
や
民
族
主
義
の
運
動
団
体
が
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
ビ
ラ
な
ど
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
在
日
朝
鮮
労
総
が
全
協
へ
合
流
す
る
に
至

っ
て
、
そ
の
形
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
変
化
を
、
内
務
省
警
保
局
資
料
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
「
昭
和
四
年
末
在
留
朝
鮮
人
ノ
極
左
運
動
ガ
内
地
人
極
左
団
体
二
合
流
シ
テ
以
来
、
鮮
人
独
自
ノ
非
合
法
出
版
卜
認
ム
ベ
キ
モ
ノ

ハ
極
メ
テ
稀
ニ
シ
テ
其
大
部
分
ハ
全
協
系
各
組
合
ノ
機
関
紙
、
指
令
、
激
、
班
ニ
ュ
ー
ス
、
ビ
ラ
其
他
反
帝
赤
救
等
ノ
各
下
部
組
織

二
於
ケ
ル
発
行
印
刷
物
ノ
朝
鮮
語
班
ニ
シ
テ
、
比
等
ハ
第
二
無
産
者
新
聞
、
無
産
青
年
、
レ
ー
ニ
ン
、
青
年
、
反
帝
新
聞
、
救
援
新

聞
、
労
働
新
聞
等
ノ
各
中
央
極
左
団
体
ノ
機
関
紙
ト
相
呼
応
シ
テ
各
種
記
念
日
並
日
常
当
面
ノ
問
題
ヲ
捉
ヘ
タ
ル
記
事
ヲ
掲
ゲ
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

方
面
二
密
カ
ニ
頒
布
シ
以
テ
在
留
鮮
人
ノ
意
識
昂
揚
二
努
メ
、
未
組
織
鮮
人
労
働
者
ノ
組
織
化
ヲ
企
テ
ツ
ツ
ア
リ
。
」

　
だ
が
、
「
満
州
事
変
」
以
降
、
と
く
に
き
び
し
さ
を
増
し
た
弾
圧
の
中
で
、

関
連
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。

し
だ
い
に
労
働
運
動
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。

第
五
節
　
各
種
生
活
協
力
・
親
睦
団
体
メ
デ
ィ
ア
の
叢
生

　
以
上
、
学
生
運
動
、
労
働
運
動
を
み
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
知
識
人
に
よ
る
思
想
の
表
現
や
、
労
働
者
の
教
化

や
組
織
化
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
坂
本
悠
｝
が
福
岡
県
の
事
例
を
も
と
に
総
括
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
に

お
い
て
、
定
住
化
と
家
族
形
成
が
進
行
す
る
と
、
消
費
生
活
は
飯
場
・
下
宿
な
ど
の
職
域
か
ら
次
第
に
離
脱
し
、
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
お
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け
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
「
こ
う
し
た
集
住
地
域
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
親
方
・
飯

場
頭
な
ど
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
労
務
供
給
業
に
加
え
て
、
地
域
住
民
の
需
要
に
対
応
し
た
商
業
・
飲
食
な
ど
の
自
営
業
主
層
も
登
場
し

て
き
た
。
彼
ら
は
、
配
下
の
労
働
者
で
も
あ
る
地
域
住
民
の
共
済
・
職
業
紹
介
な
ど
相
互
扶
助
機
能
と
、
彼
ら
の
統
率
と
紛
争
防
止
な
ど

自
ら
の
営
業
上
の
必
要
か
ら
、
警
察
当
局
の
了
解
の
も
と
に
各
種
の
朝
鮮
人
団
体
を
組
織
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
有
力
な
リ
ー
ダ
ー
は
、

こ
れ
ら
団
体
を
地
盤
と
し
て
市
町
村
会
議
員
に
も
立
候
補
し
当
選
し
た
。
こ
う
し
て
三
〇
年
前
後
に
は
、
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

雇
用
関
係
を
内
包
し
た
階
層
分
化
が
形
成
さ
れ
、
自
営
業
主
層
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
『
朝
鮮
人
移
民
社
会
』
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。
」

　
し
だ
い
に
厚
み
を
増
し
て
い
く
社
会
的
基
盤
の
上
に
、
各
種
の
集
団
形
成
と
メ
デ
ィ
ア
表
現
の
試
み
が
数
多
く
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
ま
た
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
頃
か
ら
日
本
へ
の
「
永
住
」
希
望
を
も
つ
人
々
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
も
、
集
団
の
多
様
化
に
拍

車
を
か
け
た
。
「
同
化
」
に
向
け
た
強
い
圧
力
や
差
別
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
そ
れ
に
抗
す
る
形
で
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
が
い
く
つ
も
の
層

を
も
っ
た
社
会
的
世
界
と
し
て
成
熟
を
遂
げ
て
い
っ
た
段
階
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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①
　
消
費
組
合

　
こ
の
時
期
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
中
間
搾
取
排
除
に
よ
る
安
価
な
生
活
必
需
品
の
購
入
と
相
互
扶
助
を
目
的
に
消
費
組
合
が
多
数
結
成

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス
等
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
大
阪
西
淀
川
区
で
作
ら
れ
た
大

同
消
費
組
合
を
ふ
り
だ
し
に
、
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
が
多
い
関
西
地
域
（
大
阪
、
泉
州
、
尼
崎
、
東
大
阪
、
高
槻
、
神
戸
な
ど
）
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

東
京
・
城
北
、
神
奈
川
・
多
摩
川
な
ど
、
数
多
く
の
朝
鮮
人
消
費
組
合
が
作
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
末
に

解
散
し
た
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
九
三
三
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
神
戸
朝
鮮
人
消
費
組
合
（
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

三
三
年
末
で
六
五
人
参
加
）
で
は
、
組
合
員
向
け
に
『
神
戸
朝
鮮
人
消
費
組
合
ニ
ュ
ー
ス
』
（
七
〇
部
・
一
九
三
三
年
）
を
発
行
し
て
い



た
。
ま
た
連
携
す
る
上
部
団
体
の
機
関
紙
の
朝
鮮
語
版
（
例
え
ば
『
消
費
組
合
新
聞
朝
鮮
語
版
』
、
『
関
西
地
協
ニ
ュ
ー
ス
朝
鮮
語
版
』
）

と
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
さ
れ
た
。

　
相
互
扶
助
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
大
阪
－
済
州
島
間
の
船
舶
利
用
共
同
組
合
で
あ
る
東
亜
通
航
組
合
や
済
州
通
航
組
合
の
存
在
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
出
身
地
と
移
動
先
の
間
で
頻
繁
な
往
復
を
現
実
に
は
繰
り
返
し
て
い
た
出
稼
ぎ
労
働
者
に
と
っ
て
、
往
復
の
運

賃
を
い
か
に
安
く
す
ま
せ
る
か
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
既
存
の
大
手
汽
船
会
社
に
対
抗
し
て
、
運
賃
値
下
げ
運
動
や
汽
船
の
目
主

運
行
を
お
こ
な
っ
た
東
亜
通
航
組
合
（
一
九
三
〇
年
結
成
）
は
、
済
州
島
出
身
の
在
阪
朝
鮮
人
世
帯
四
五
〇
〇
を
組
織
化
し
、
機
関
紙

『
東
亜
通
航
組
合
ニ
ュ
ー
ス
』
（
朝
鮮
語
）
を
、
約
二
〇
〇
〇
部
ほ
ど
配
布
し
て
い
た
。

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

②
地
域
親
睦
会
・
同
郷
親
睦
会

　
在
日
朝
鮮
人
の
集
住
地
区
が
大
阪
、
東
京
な
ど
を
中
心
に
成
立
す
る
な
か
で
、
し
だ
い
に
地
域
単
位
の
親
睦
会
が
生
ま
れ
て
き
た
の
も
、

一
九
三
〇
年
代
の
特
徴
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
地
域
親
睦
会
の
な
か
で
ニ
ュ
ー
ス
等
を
刊
行
し
た
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
東
京
の
豊
島
親
睦

会
（
『
豊
島
親
睦
會
會
報
』
二
〇
〇
部
二
九
三
七
年
）
、
落
合
ウ
リ
親
睦
会
（
『
ウ
リ
ニ
ュ
ー
ス
』
一
五
〇
部
・
一
九
三
五
年
）
、
荒
川
親

睦
会
（
『
荒
川
親
睦
會
ニ
ュ
ー
ス
』
九
〇
部
・
一
九
三
五
年
）
、
幡
谷
倶
楽
部
（
『
幡
谷
倶
楽
部
』
二
〇
〇
部
・
一
九
三
六
年
）
が
あ
る
。

　
も
う
一
点
、
同
郷
団
体
も
メ
デ
ィ
ア
形
成
の
母
体
と
し
て
、
内
務
省
警
保
局
の
リ
ス
ト
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
郷
者
の
強
い
結

束
は
、
職
業
紹
介
に
お
い
て
も
、
ま
た
住
宅
供
給
に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
在
日
朝
鮮
人
に
対
し
、
日
本
に
や
っ
て

く
る
き
っ
か
け
は
何
か
を
尋
ね
た
調
査
が
た
び
た
び
行
わ
れ
て
い
る
が
、
最
も
多
い
理
由
は
た
い
て
い
「
友
人
の
存
在
」
で
あ
っ
た
。
ニ

ュ
ー
ス
等
を
刊
行
し
た
事
例
を
あ
げ
れ
ば
、
東
京
の
南
海
親
睦
会
（
『
親
睦
の
友
』
二
〇
〇
部
・
一
九
三
三
年
）
、
在
外
陳
川
郡
人
会
（
『
在

外
映
川
郡
人
會
會
報
』
二
〇
〇
部
二
九
三
三
年
）
、
新
寧
郷
友
会
（
『
郷
友
』
七
〇
部
・
一
九
三
四
年
）
、
在
東
京
義
城
郡
人
会
（
『
義
友
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誌
』
八
五
〇
部
・
一
九
三
五
年
）
、
在
東
京
麗
水
倶
楽
部
（
『
在
東
京
麗
水
倶
楽
部
報
』
一
〇
〇
部
・
一
九
三
五
年
）
、
兵
庫
の
洒
龍
親
睦

会
（
『
酒
龍
親
睦
會
會
報
』
二
〇
〇
部
・
一
九
三
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
出
身
地
を
反
映
し
て
半
島
南
部
関
係
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
同
郷
を
基
盤
に
、
日
本
国
内
各
地
と
出
身
地
を
結
ぶ
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
在
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
考

え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
戦
後
に
な
っ
て
も
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
同
郷
団
体
は
、
出
身
地
に
学
校
を
寄
付
す
る
な
ど
、
つ
よ
い
絆
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

保
持
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
地
域
や
同
郷
を
基
盤
と
す
る
親
睦
会
の
中
に
は
、
単
な
る
親
睦
や
相
互
扶
助
を
越
え
、
民
族
運
動
や
階
級

運
動
の
活
動
基
盤
と
な
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
弾
圧
を
受
け
組
織
が
解
体
し
た
り
転
向
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
元

労
働
運
動
家
が
、
こ
う
し
た
親
睦
団
体
の
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
三
月
に
は
、
在
日

関
東
朝
鮮
人
親
睦
団
体
懇
談
会
が
二
二
団
体
、
六
〇
〇
〇
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
内
務
省
『
特
高
月

報
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
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「
郷
党
を
同
じ
く
し
、
或
は
利
害
関
係
を
共
に
す
る
者
、
相
集
ひ
て
団
体
を
結
成
す
る
の
傾
向
は
、
朝
鮮
人
に
於
て
特
に
甚
だ
し

く
、
満
州
事
変
後
の
客
観
情
勢
は
、
此
の
傾
向
に
拍
車
を
加
へ
た
る
も
の
の
如
く
、
融
和
親
睦
を
標
榜
す
る
新
団
体
の
結
成
相
踵
ぐ

の
状
況
に
あ
り
、
然
れ
ど
も
、
之
等
の
多
く
は
団
体
結
成
当
時
を
最
盛
期
と
し
て
、
幾
何
も
な
く
冬
眠
状
態
に
陥
り
、
自
然
消
滅
と

な
り
、
更
に
新
た
な
る
団
体
結
成
の
過
程
を
辿
る
を
常
と
す
。
而
し
て
之
等
の
団
体
は
、
過
去
共
産
主
義
運
動
の
最
盛
時
に
於
て
は
、

同
系
分
子
の
極
力
排
撃
す
る
所
な
り
し
が
、
近
年
其
の
萎
微
沈
滞
に
よ
り
活
動
戦
線
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
る
る
や
、
一
派
は
逆
に

其
の
利
用
を
策
し
、
最
近
既
存
又
は
新
設
の
之
等
団
体
内
に
潜
入
し
て
、
民
族
意
識
の
誘
発
昂
揚
を
図
り
、
以
て
再
拾
頭
の
素
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

構
築
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
特
に
濃
厚
と
な
れ
り
。
」



　
こ
の
た
め
、
同
郷
親
睦
会
が
発
行
す
る
会
誌
の
な
か
に
は
、
発
禁
処
分
を
受
け
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
方
的
な
「
内

鮮
融
和
」
を
押
し
進
め
よ
う
と
す
る
帝
国
政
府
の
下
に
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
運
動
勢
力
と
関
係
の
な
い
融
和
親
睦
団
体
で
あ
っ
て
も
、
も

は
や
許
容
さ
れ
る
余
地
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
す
で
に
日
本
最
大
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
を
擁
し
て
い
た

大
阪
で
も
、
一
九
三
六
（
昭
和
二
）
年
に
次
の
よ
う
な
報
告
が
内
務
省
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　
「
（
四
）
朝
鮮
人
親
睦
団
体
の
統
制
運
動
　
　
管
下
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
融
和
親
睦
団
体
は
現
在
百
九
十
団
体
、
会
員
一
万
八
千
百

六
十
余
名
を
算
し
其
の
大
半
は
概
ね
職
業
的
融
和
運
動
者
の
設
立
に
係
り
各
種
の
弊
害
を
伴
ひ
甚
だ
し
く
内
鮮
融
和
を
阻
害
し
つ
つ

あ
る
状
況
を
以
て
斯
の
種
不
良
団
体
の
統
制
を
為
す
方
針
な
る
が
、
今
回
今
福
矯
風
会
に
於
て
は
事
業
拡
張
の
前
提
と
し
て
既
設
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

睦
団
体
の
整
理
に
着
手
し
目
下
之
が
工
作
中
な
り
。
（
後
略
）
」

③
職
業
と
余
暇
に
関
わ
る
団
体

　
日
本
国
内
に
お
け
る
社
会
生
活
の
基
盤
が
厚
み
を
増
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
民
族
を
契
機
と
す
る
社
会
関
係
の
形
も
多
様
性
を
増
し
て

い
く
。
な
か
で
も
、
職
業
や
余
暇
の
領
域
は
そ
の
興
味
深
い
例
で
あ
っ
た
。
在
日
朝
鮮
人
が
関
わ
っ
た
刊
行
物
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
関

連
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。

　
職
業
関
係
と
し
て
は
、
『
靴
工
親
睦
會
會
報
』
（
東
京
・
靴
工
親
睦
会
、
部
数
不
明
・
一
九
三
四
年
）
、
『
在
東
京
自
動
車
運
転
手
同
友
會

會
報
』
（
在
東
京
朝
鮮
自
動
車
運
転
手
同
友
会
、
六
五
部
・
一
九
三
四
部
）
、
『
不
用
品
買
出
人
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
』
（
東
京
、
不
用
品
買
出

人
倶
楽
部
、
一
〇
〇
部
・
一
九
三
六
年
）
、
『
東
京
屑
物
商
報
』
（
荒
川
区
日
暮
里
町
内
、
五
〇
〇
部
・
一
九
三
七
年
）
、
『
喪
薬
月
報
』
（
大

201



一橋大学研究年報　社会学研究　40

阪
市
内
朝
鮮
薬
業
組
合
、
一
五
〇
部
・
一
九
三
七
年
）
、
『
運
銃
』
（
京
都
・
在
京
半
島
運
転
者
銃
後
会
、
｝
O
O
部
・
｝
九
三
九
年
）
な

ど
が
あ
る
。
在
日
の
人
々
の
生
業
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
き
た
か
を
知
る
意
味
で
、
こ
れ
ら
は
重
要
な
素
材
と
な
る
。

　
余
暇
生
活
に
つ
い
て
い
え
ば
、
き
び
し
い
労
働
条
件
の
下
、
全
体
と
し
て
な
か
な
か
余
裕
を
も
て
な
い
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
人
々
の
趣
味
の
幅
が
、
徐
々
に
、
し
か
し
確
実
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
調
査
か
ら
は
う
か
が
わ
れ
る
。
在
日
朝
鮮
人
を
対
象

と
す
る
東
京
府
社
会
課
調
査
に
は
、
趣
味
嗜
好
を
問
う
設
問
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
酒
・
タ
バ
コ
・
賭
事
を
除
く
お
も
な

趣
味
嗜
好
の
愛
好
者
比
率
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
読
書
は
七
・
○
％
か
ら
一
三
・
二
％
へ
、
活
動
写
真
は
二
・
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

か
ら
七
．
O
％
へ
、
音
楽
（
歌
謡
を
含
む
）
は
三
・
三
％
か
ら
四
・
三
％
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
を
記
録
し
た
。
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
雑
誌
と
し
て
は
、
『
浪
曲
藝
術
』
（
東
京
、
五
〇
〇
部
・
一
九
三
一
年
）
、
「
藝
之
友
』
（
東
京
・
浪
曲
愛
好
家
向
け
、
二
〇
〇
部
・
一
九

三
五
年
）
、
『
浪
曲
番
付
』
（
東
京
、
一
五
〇
〇
部
二
九
三
七
年
）
、
『
童
話
童
謡
春
の
友
』
（
大
阪
、
一
七
〇
〇
部
・
一
九
三
四
年
）
、
『
セ

ッ
ピ
ー
（
新
光
）
』
（
兵
庫
．
蹴
球
「
セ
ッ
ピ
ー
団
」
機
関
誌
、
一
〇
〇
部
・
一
九
三
四
年
）
な
ど
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
生
活
協
力
．
親
睦
団
体
が
作
り
出
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
厚
み
は
、
西
成
田
豊
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
『
帝
国
』
国
家
か
ら
の
相

対
的
に
目
立
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
独
目
の
『
世
界
』
（
こ
こ
で
い
う
「
世
界
』
と
は
、
『
帝
国
」
国
家
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
在
日
朝
鮮

人
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
い
し
そ
こ
で
培
わ
れ
た
共
同
性
や
文
化
を
さ
す
）
が
｝
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
さ
ら
に
旦
ハ
体
的
な
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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第
六
節
　
朝
鮮
語
新
聞
の
登
場

一
九
三
五
年
前
後
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
時
事
報
道
を
目
的
と
し
た
本
格
的
な
朝
鮮
語
新
聞
が
、
在
日
朝
鮮
人
自
身
の
手
に
よ
っ



戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

て
東
京
や
大
阪
で
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
き
び
し
い
弾
圧
の
た
め
労
働
運
動
か
ら
の
離
脱
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
元
運
動
家
た
ち
の
参
画
が
あ
っ
た
。

　
一
九
三
五
年
六
月
、
在
日
朝
鮮
人
の
集
住
地
区
と
し
て
知
ら
れ
る
大
阪
市
東
成
区
小
橋
北
之
町
で
、
新
聞
『
民
衆
時
報
』
が
創
刊
さ
れ

た
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
六
な
い
し
八
頁
で
、
初
め
月
二
回
、
途
中
か
ら
月
三
回
の
ぺ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
た
。
発
行
人
は
済
州
島
出
身
の
金
文

準
（
一
八
九
四
年
生
ま
れ
）
で
あ
っ
た
。
金
は
、
本
国
で
農
林
学
校
を
卒
業
後
、
教
員
を
し
な
が
ら
独
立
運
動
に
参
加
し
た
。
こ
の
た
め

追
放
さ
れ
、
一
九
二
七
年
に
渡
日
し
、
在
日
朝
鮮
労
総
で
労
働
運
動
に
身
を
投
じ
た
。
そ
れ
以
降
、
新
幹
会
大
阪
支
会
、
大
阪
朝
鮮
人
居

住
権
獲
得
同
盟
、
大
阪
朝
鮮
少
年
同
盟
、
大
阪
ゴ
ム
職
工
組
合
、
そ
し
て
全
協
日
本
化
学
労
組
大
阪
支
部
な
ど
の
結
成
に
関
わ
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

大
阪
の
朝
鮮
人
社
会
の
組
織
化
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
『
民
衆
時
報
』
が
、
京
阪
神
地
域
に
お
け
る
各
種
労
働
運
動
、
消
費
組
合
運
動
な
ど
在
日
朝
鮮
人
社
会
独
自
の
幅
広
い
社
会
的
基
盤
の

上
に
形
成
さ
れ
て
き
た
過
程
は
、
外
村
大
の
論
文
の
ほ
か
、
『
民
衆
時
報
』
の
記
事
を
使
っ
て
猪
飼
野
の
歴
史
を
描
い
た
金
賛
汀
の
著
書

　
　
（
4
3
）

に
詳
し
い
。

　
同
紙
創
刊
号
の
一
面
に
は
次
の
よ
う
な
綱
領
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

コ
、
我
々
は
日
本
内
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
民
衆
の
生
活
真
相
と
与
論
を
報
道
す
る
不
偏
不
党
の
言
論
機
関
と
し
て
の
存
立
と
成
長
発
展

　
　
を
期
す

　
一
、
我
々
は
日
本
内
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
民
衆
の
生
活
改
善
と
文
化
的
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
を
期
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
一
、
我
々
は
日
本
内
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
民
衆
の
生
活
権
確
立
と
そ
の
擁
護
伸
長
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
」

　
同
じ
創
刊
号
を
見
る
と
、
朝
鮮
本
国
の
有
力
新
聞
社
（
『
朝
鮮
日
報
』
、
『
朝
鮮
中
央
日
報
』
、
『
東
亜
日
報
』
）
の
社
長
や
大
阪
支
局
長
、

阪
神
地
方
の
消
費
組
合
の
ほ
か
、
在
日
朝
鮮
人
の
経
営
す
る
薬
局
、
下
宿
屋
、
食
堂
、
理
髪
店
、
古
物
商
、
寺
な
ど
の
広
告
が
目
に
つ
く
。
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（
4
5
）

同
紙
が
、
次
第
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
力
量
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　
同
紙
は
、
官
庁
に
発
行
届
け
が
出
さ
れ
、
ま
た
第
三
種
郵
便
物
指
定
を
受
け
た
「
合
法
」
刊
行
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
本
国
の

「
合
法
」
紙
を
除
く
と
、
日
本
国
内
で
は
当
時
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
朝
鮮
語
新
聞
で
あ
っ
た
た
め
、
警
察
当
局
は
き
び
し
い
監
視
の
眼

を
光
ら
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
た
び
た
び
発
禁
処
分
に
あ
っ
た
後
、
関
係
者
が
次
々
に
検
挙
さ
れ
、
一
九
三
六
年
｝
一
月
に
は
廃
刊
に
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
金
文
準
も
ま
た
検
挙
の
の
ち
、
同
一
九
三
六
年
に
病
死
し
た
。

　
『
民
衆
時
報
』
か
ら
わ
ず
か
に
遅
れ
て
一
九
三
五
年
一
二
月
に
は
、
「
朝
鮮
新
聞
』
の
創
刊
準
備
号
が
東
京
淀
橋
区
上
落
合
で
発
行
さ
れ

た
。
李
雲
珠
を
発
行
人
と
す
る
同
紙
は
、
翌
年
二
月
に
創
刊
号
を
発
行
、
東
京
を
中
心
に
日
本
各
地
に
支
局
を
設
置
し
た
。
積
極
的
な
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）

き
を
示
し
た
も
の
の
、
発
行
さ
れ
た
の
は
第
七
号
ま
で
で
あ
っ
た
。

　
同
紙
創
刊
号
を
み
る
と
、
荒
川
親
睦
会
、
中
野
親
睦
会
、
落
合
親
睦
会
な
ど
、
先
に
名
前
の
出
た
在
東
京
の
地
域
親
睦
会
の
記
事
が
多

数
載
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
新
聞
と
親
睦
会
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
や
は
り
広
告
を
み
る
と
、
在
東

京
の
朝
鮮
本
国
新
聞
東
京
支
局
（
『
朝
鮮
日
報
』
、
『
朝
鮮
中
央
日
報
』
、
『
東
亜
日
報
』
）
や
、
有
力
な
キ
リ
ス
ト
教
団
体
（
東
京
朝
鮮
基
督

教
青
年
会
な
ど
）
、
東
京
市
内
に
あ
る
朝
鮮
人
経
営
の
財
布
（
が
ま
口
）
口
金
製
作
業
者
、
屑
物
問
屋
、
印
刷
業
者
、
朝
鮮
食
堂
な
ど
が

並
び
、
一
九
三
五
年
時
点
で
の
東
京
の
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
基
盤
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
両
紙
に
先
立
つ
一
九
三
四
年
一
一
月
、
や
は
り
東
京
で
『
東
京
朝
鮮
民
報
』
（
月
二
回
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
人
は
金
浩
永
で
、

労
働
運
動
に
関
わ
り
「
転
向
」
さ
せ
ら
れ
た
後
、
再
び
関
わ
っ
た
の
が
、
こ
の
新
聞
発
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
資
金
難
に
お

ち
い
っ
た
た
め
、
東
亜
日
報
や
朝
鮮
日
報
と
い
っ
た
朝
鮮
本
国
新
聞
社
の
東
京
支
局
長
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
、
一
九
三
六
年
九
月
よ
り

『
東
京
朝
鮮
新
報
』
（
月
二
回
）
へ
改
題
し
、
発
行
を
続
け
た
。

　
内
務
省
当
局
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
同
紙
は
、
「
（
｝
）
総
督
施
政
の
批
判
、
（
二
）
内
地
渡
航
問
題
、
（
三
）
朝
鮮
語
廃
止
問
題
、
（
四
）
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朝
鮮
人
借
地
借
家
問
題
、
（
五
）
朝
鮮
人
思
想
運
動
者
の
消
息
、
（
六
）
在
外
不
逞
朝
鮮
人
の
消
息
」
な
ど
を
扱
い
、
「
娩
曲
に
民
族
的
反

感
の
誘
発
煽
動
に
努
め
」
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
当
局
に
よ
っ
て
た
び
た
び
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
藍
溝
橋
事
件
が

起
こ
っ
た
直
後
の
一
九
三
七
年
八
月
、
朝
鮮
人
民
族
意
識
の
誘
発
な
ど
の
理
由
を
も
っ
て
警
視
庁
は
金
浩
永
を
検
挙
し
、
同
紙
は
つ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
、
『
民
衆
時
報
』
廃
刊
の
後
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
朝
鮮
語
新
聞
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
三
紙
は
、
戦
前
の
在
日
メ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
三
紙
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
元
労
働
運
動
家
を
中
心
と
し
た
情
熱
的
な
編
集
発
行
者
の
存
在
、
朝
鮮
本
国
内
の
新
聞
各
社
の
協
力
、
そ
し
て
と
り
わ
け
、

東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
各
地
域
社
会
内
で
の
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
支
援
と
い
う
三
つ
の
条
件
が
、
新
聞
成
立
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
（
4
9
）

た
こ
と
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
成
立
の
条
件
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
三
つ
の
条
件
は
、
今
日
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。

戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

第
七
節
　
き
び
し
い
言
論
統
制
の
中
で

　
き
び
し
い
統
制
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
っ
た
刊
行
物
と
し
て
、
学
生
団
体
系
と
宗
教
系
が
あ
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
、
学

生
団
体
系
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
最
後
に
、
宗
教
系
の
刊
行
物
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
宗
教
系
刊
行
物
の
歴
史
は
、
学
生
系
と
並
ん
で
古
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
併
合
前
か
ら
、
在
東
京
の
キ
リ
ス

ト
教
団
体
が
『
使
命
』
や
『
基
督
青
年
』
な
ど
の
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
最
初
の
時
期
、
こ
う
し
た
宗
教
団
体
を
支
え
た
の
は
、
や

は
り
学
生
を
中
心
と
し
た
知
識
人
層
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
東
京
朝
鮮
聯
合
基
督
教
会
を
訪
れ

た
記
者
朴
尚
僖
が
残
し
た
ル
ポ
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
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　　　　　　　　　　　　　表3在日朝鮮人の信仰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信仰・宗派
年（対象人数）
　　　　　　　　　仏教　儒教　基督教天主教天道教天理教不明・その他　なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸市

1927年（1214人）10．0％17．1％　2．1％　0，2％　0．2％　0．1％　　0．6％　69．8％

1929年（6051人）　2．3％　0．8％1．9％　一　　〇．1％　0．1％　　5．0％89．8％

1935年（3921人）　3．4％　LO％2．4％　一　　〇．1％　0．3％　　0．1％92．8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京府

1928年（2000人）　7，2％　5．4％2。9％　一　　1．9％　一　　一　82．8％

1934年（3699人）　9．5％　3．6％5．1％　一　　〇．1％　0．1％　2．8％79．8％

資料’神戸市役所社会課「在神半島民族の現状」（且928年），同上「神戸市在住朝鮮人の現状」（1930年），

　　　同上「朝鮮人の生活状態調査」（1936年），東京府社会課「社会調査資料　第七輯　在京朝鮮人労

　　　働者の現状」（1929年），同上「社会調査資料　第二五輯　在京朝鮮人労働者の現状」（1936年），

　　　いすれも朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成　第1・2・3巻』三一書房，1975～7年所収，

「
然
ら
ば
現
在
の
信
者
は
ど
れ
程
を
る
か
と
い
ふ
に
、
日
曜
の
礼
拝
に
出
席
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
6

も
の
が
男
子
百
四
十
名
、
女
子
十
余
名
、
合
計
約
百
五
十
余
名
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
2

…
…
（
中
略
）
…
…
、
東
京
内
外
を
通
じ
て
推
定
数
が
五
、
六
百
名
位
に
は
達
す
る

だ
ら
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
信
者
の
大
部
分
は
勿
論
学
生
、
大
学
を
卒
へ
た

る
研
究
生
等
で
あ
る
が
、
そ
の
他
会
社
員
、
事
務
員
等
も
を
り
労
働
者
も
を
る
。
要

す
る
に
信
徒
の
大
部
分
が
東
京
移
住
者
中
に
於
け
る
最
高
の
智
識
階
級
で
あ
る
の
は

　
　
　
　
　
（
5
0
）

い
ふ
ま
で
も
な
い
…
…
。
」

労
働
者
を
中
心
と
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
信
仰
を
も
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
多
く
の
調
査
に
よ
る
と
、
儒
教
や
キ
リ
ス
ト

教
、
仏
教
の
限
ら
れ
た
数
の
信
徒
を
除
く
と
、
特
定
の
信
仰
を
も
つ
と
答
え
た
人
間

の
比
率
は
、
一
割
か
ら
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
（
表
3
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

宗
教
団
体
は
、
知
識
人
と
民
衆
を
つ
な
ぐ
独
特
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
事
業
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
社
会
的
な
役
割
は
非

常
に
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
や
個
別
の
教
派
（
と
く
に
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
派
内
の
長
老
会
派
と
監
理
会
派
）
、
教
会
な
ど
に
分
か
れ
、
合
同
と
分

離
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
勢
力
を
維
持
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
端
は
、
多
様
な
刊
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行
物
の
存
在
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
労
働
団
体
な
ど
多
く
の
集
団
の
弾
圧
後
も
、
民
族
主
義
運
動
の
事

実
上
の
中
心
と
し
て
、
学
生
団
体
と
並
ん
で
活
動
を
続
け
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
「
内
鮮
一
体
」
策
が
進
め
ら
れ
る
中
、
朝
鮮
人
の
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

運
動
と
し
て
の
活
動
は
し
だ
い
に
窒
息
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
ほ
か
で
、
や
は
り
日
本
国
内
で
も
活
発
に
布
教
を
お
こ
な
っ
た
宗
教
と
し
て
、
東
学
の
流
れ
を
く
む
天
道
教
が
あ
る
。

二
〇
世
紀
に
入
っ
て
新
し
く
天
道
教
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
宗
派
は
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
で
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
な
ど
、
民
族
主
義
的
傾
向
が
強
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
総
督
府
に
よ
る
統
制
や
弾
圧
も
き
び
し
か
っ
た
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

に
天
道
教
青
年
会
が
東
京
で
結
成
さ
れ
て
以
来
、
日
本
国
内
で
も
布
教
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
『
東
学
之
光
』
（
天
道
教
青

年
党
、
一
九
二
七
年
創
刊
）
、
『
開
闇
戦
線
』
（
天
道
教
学
生
会
、
一
九
三
三
年
創
刊
）
、
『
新
人
間
』
（
天
道
教
東
京
教
区
）
な
ど
の
刊
行
物
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
朝
鮮
仏
教
や
日
本
仏
教
、
天
理
教
な
ど
を
布
教
す
る
目
的
の
刊
行
物
が
、
在
日
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

第
八
節
　
お
わ
り
に
ー
「
文
字
の
世
界
」

と
「
声
の
世
界
」

　
以
上
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
着
目
し
な
が
ら
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
活
動
基
盤
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
て
い
く
様
子
を
追
い
か
け
て

き
た
。
内
務
省
警
保
局
資
料
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
き
び
し
い
言
論
統
制
を
受
け

な
が
ら
も
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
が
、
し
だ
い
に
拡
大
し
て
い
く
社
会
的
基
盤
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
つ
つ
、
印
刷
刊
行
物

形
成
と
い
う
形
で
声
を
あ
げ
続
け
て
き
た
歴
史
の
一
端
は
、
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。

　
本
論
文
は
、
も
と
も
と
印
刷
刊
行
物
の
歴
史
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
た
。
だ
が
、
印
刷
刊
行
物
に
着
目
し
た
が
ゆ
え
に
、
見
落
と
さ
れ
て

し
ま
っ
た
点
も
少
な
く
な
い
。
最
後
に
こ
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
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第
一
に
、
刊
行
物
が
文
字
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
媒
体
で
あ
る
以
上
、
識
字
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
問
題
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

た
と
え
ば
、
朝
鮮
人
の
本
格
的
移
住
が
始
ま
っ
た
頃
の
在
日
朝
鮮
人
の
よ
う
す
を
み
て
み
よ
う
。
｝
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
秋
、
大
阪

府
内
（
現
大
阪
市
内
の
西
成
郡
今
宮
町
や
東
成
郡
鶴
橋
町
な
ど
）
で
、
｝
O
O
O
人
の
男
性
朝
鮮
人
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
調
査
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
何
ら
か
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
は
、
一
〇
〇
〇
人
中
五
〇
三
人
（
う
ち
四
八
九
人
が
朝
鮮
に
お
い

て
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
内
務
省
警
保
局
に
よ
る
『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
在
日
朝
鮮
人
の
印
刷
物
状
況
調
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
一
九

二
九
（
昭
和
四
）
年
、
三
五
種
の
新
聞
・
雑
誌
の
内
訳
は
、
朝
鮮
語
二
四
種
、
朝
鮮
語
・
日
本
語
一
種
、
日
本
語
九
種
、
不
明
一
種
で
あ

（
5
3
）
っ
た
。
こ
の
う
ち
日
本
語
の
新
聞
等
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
内
鮮
融
和
系
」
の
も
の
な
の
で
、
基
本
は
朝
鮮
語
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、

た
と
え
母
語
で
あ
る
朝
鮮
語
で
書
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
新
聞
・
雑
誌
を
利
用
で
き
る
層
は
初
め
か
ら
自
ず
と
限
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
、
上
の
調
査
か
ら
は
推
測
さ
れ
る
。

　
ち
な
み
に
同
じ
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
語
の
習
得
程
度
は
、
「
読
書
文
章
を
よ
く
す
る
も
の
」
五
九
人
、
「
通
ず
る
も
の
」
三
九
一
人
、

「
内
地
語
に
通
ぜ
ざ
る
も
の
」
五
五
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
府
下
在
住
期
間
が
一
年
未
満
が
六
四
七
人
、
一
年
か
ら
二
年
が
二
一
九

人
と
い
う
居
住
期
間
の
短
さ
と
合
わ
せ
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
と
い
う
段
階
に
お
い
て
、
一
般
労
働
者
を
中
心
と
し
た
層
の
間
で
は
、
日

本
語
メ
デ
ィ
ア
が
容
易
に
は
普
及
し
が
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
に
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
か
ら
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
歴
史
を
追
い
か
け
て
い
く
こ
と
は
、
特
定
の
社
会
層
、
と
り
わ
け
女
性
が
在
日
朝

鮮
人
社
会
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
過
小
に
評
価
し
て
し
ま
う
結
果
を
も
た
ら
し
や
す
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
製
作
に
関
わ
る
人
々
の
多
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

男
性
で
あ
り
、
ま
た
識
字
率
に
も
男
女
間
で
か
な
り
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
を
言
論
史
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て

い
く
場
合
、
こ
の
偏
り
に
は
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
以
上
二
点
と
も
重
な
る
点
と
し
て
、
朝
鮮
の
人
々
が
実
際
に
生
き
て
い
た
生
活
世
界
、
情
報
環
境
の
豊
か
な
広
が
り
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　　　　　　　表4在日朝鮮人刊行物の推移一発行地別一

　．一　　　　　　　　　　毎年の刊行物タイトル数　　　　　　　　　タイトル

発馳19293。3132333435363738394。4142総数

東京府　 7　8161425323133332731171214　126
大阪府　1613　1　314　8　6　7　6　2　0　1　0　0　57
愛知県　 6　5　2　2　411　9　7　5　5　1　1　1　1　37
その他　 7　6　4　6　91112151413　6　1　1　1　63
　言十　　　　　　36　　32　　23　　25　　52　　62　　51　　62　　58　　47　　38　　20　　14　　16　　　283

資料，内務省警保局編『社会運動の状侃』各年版より作成．

を
念
頭
に
お
い
た
場
合
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
が
占
め
る
位
置
は
相
対
的
に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
文
字
の
世
界
」
の
影
響
を
過
大
に
評
価
し
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
、

改
め
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
夜
学
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
識
字
率
は
次
第
に
上
が
っ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
が
対
象
と
し
た
社
会
層
と
現
実
に
存
在
す
る
広
汎
な
社
会

層
の
間
に
は
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ズ
レ
が
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
東
京
と
大
阪
を
例
に
取
る
と
、
大
阪
の
方
が
在
日
朝
鮮
人
人
口
は
一
貫
し
て
多
か
っ

た
が
、
し
か
し
そ
の
構
成
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
で
み
る
と
、
東

京
府
内
の
在
留
朝
鮮
人
人
旦
一
一
〇
二
六
〇
人
の
う
ち
、
二
八
〇
二
人
が
学
生
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

人
口
六
八
七
五
九
人
に
の
ぼ
る
大
阪
府
で
学
生
は
四
〇
〇
人
余
り
に
す
ぎ
な
い
。
人
口
規
模
と
は

対
照
的
に
、
刊
行
物
と
い
う
点
で
は
、
東
京
の
方
が
そ
の
種
類
は
多
か
っ
た
（
表
4
）
。
東
京
で

刊
行
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
を
み
る
と
、
学
生
団
体
、
そ
し
て
学
生
が
深
く
関
わ
る
宗
教
団
体
や
政
治

団
体
の
存
在
を
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
形
成
は
、
あ
く
ま
で
も
労

働
者
や
自
営
業
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
層
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
一
九
三
五
年
以
降
、
労
働
運
動

関
係
の
刊
行
物
が
消
え
去
り
、
民
族
主
義
系
の
刊
行
物
も
減
少
し
て
い
っ
た
結
果
、
と
り
わ
け
大

阪
か
ら
在
日
朝
鮮
人
刊
行
物
の
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大

阪
の
在
日
朝
鮮
人
世
界
か
ら
メ
デ
ィ
ア
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
短
絡
的

す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
元
来
大
阪
は
、
日
本
人
発
行
の
新
聞
・
雑
誌
を
含
め
、
非
常
に
豊
か
な
ロ
ー
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
厚
み
を
誇
っ
て
い
た
。
移
動
者
と
し
て
の
在
日
朝
鮮
人
が
作
り
出
し
た
情
報
環
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境
の
広
が
り
や
豊
か
さ
を
十
分
に
示
す
た
め
に
は
、
刊
行
物
と
い
う
形
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
肉
声
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
と
合
わ
せ
、
さ
ら

に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
論
文
が
扱
っ
た
戦
前
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
及
び
そ
れ
を
支
え
た
社
会
的
基
盤
が
、
戦
後
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
断
絶

し
、
ま
た
い
か
に
継
承
・
再
編
さ
れ
て
い
く
の
か
。
こ
う
し
た
過
程
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
祖
国
の
独
立
回
復
、
米
国
の
占
領
政
策
、

冷
戦
体
制
の
出
現
と
い
う
新
し
い
政
治
情
勢
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
「
世
代
」
の
移
行
と
い
う
移
民
社
会

が
ど
こ
で
も
直
面
す
る
変
容
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
や
内
容
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
重
要
な
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
）

課
題
と
し
て
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
　
本
論
文
の
主
な
内
容
は
、
一
九
九
二
年
］
二
月
に
ト
ヨ
タ
財
団
へ
提
出
さ
れ
た
未
公
刊
の
報
告
書
「
日
本
に
お
け
る
外
国
人
メ
デ
ィ
ア
の
展
開

　
と
文
化
形
成
に
関
す
る
研
究
』
の
「
第
三
章
　
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
形
成
の
歴
史
的
背
景
」
「
第
四
章
　
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
の
系
譜
」
に
基

　
づ
く
。
不
十
分
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
今
日
な
お
度
々
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
、
今
回
、
そ
の
後
に
お
け
る
内
外
の
研
究
成
果
を
一
部

　
取
り
入
れ
な
が
ら
、
新
た
に
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
上
記
研
究
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
金
（
】
九
九
一
～
二
年
）
に
よ
っ
て
可

能
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
出
来
上
が
っ
た
草
稿
に
つ
い
て
、
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
小
林
聡
明
氏
よ
り
コ

　
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

（
2
）
　
以
下
、
人
口
に
つ
い
て
は
、
田
村
紀
之
「
内
務
省
警
保
局
調
査
に
よ
る
朝
鮮
人
人
口
（
1
）
」
東
京
都
立
大
学
「
経
済
と
経
済
学
』
四
六
号
、

　
一
九
八
一
年
、
五
八
頁
に
よ
る
。

（
3
）
　
以
下
は
主
に
、
姜
在
彦
、
金
東
勲
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
－
歴
史
と
展
望
』
労
働
経
済
社
、
一
九
八
九
年
、
第
一
章
に
よ
る
。

（
4
）
　
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
（
冒
言
口
Φ
）
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
5
）
o
。
塁
或
偶
ω
霧
ω
Φ
戸
一
。
。
。
。
。
’
き
鳴
ミ
。
ミ
昌
9
卜
魯
ミ
§
“
O
愚
§
h
≦
の
ミ
亀
欝
㌧
ミ
鴨
§
ミ
帖
寒
ミ
』
ミ
塁
§
。
ミ
§
叙
卜
魯
ミ
ミ
§
冒
9
孚

　
9
凝
Φ
⊂
三
お
邑
身
ギ
8
ω
、
森
田
桐
郎
ほ
か
訳
『
労
働
と
資
本
の
国
際
移
動
ー
世
界
都
市
と
移
民
労
働
者
　
　
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、

210



戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

　
五
九
～
六
〇
頁
。

（
6
）
　
以
下
、
移
動
者
た
ち
の
つ
く
る
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
的
変
遷
と
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
町
村
敬
志
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
的
変
容

　
－
国
民
国
家
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
二
〇
世
紀
ー
」
『
社
会
学
評
論
』
四
四
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
を
参
照
。

（
7
）
ω
①
冨
巳
9
＞
a
Φ
『
ω
o
P
お
。
一
、
§
品
き
＆
9
ミ
ミ
§
旨
湧
扇
愚
ミ
8
蕾
§
S
鳴
O
註
讐
醤
§
R
の
㌣
。
鼠
貝
≧
＆
帖
§
ミ
帆
旨
勇
Φ
≦
ω
a
臣
一
・

ぎ
P
＜
段
8
、
白
石
さ
や
・
白
石
隆
訳
『
増
補
　
想
像
の
共
同
体
』
N
T
T
出
版
、
一
九
九
七
年
、
一
四
七
頁
。

（
8
）
　
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
膨
大
な
移
民
が
流
入
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
移
動
者
の
つ
く
る
外
国
語
メ
デ
ィ
ア
が
激
増
す
る
。

　
そ
の
結
果
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
側
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
化
」
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
シ
カ
ゴ
学
派
社
会
学
者
の
R
・
E
㌔
ハ
ー
ク
が
一
九
二

　
二
年
に
著
し
た
移
民
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
初
の
総
合
的
研
究
は
豊
か
な
内
容
を
持
つ
優
れ
た
作
品
だ
が
、
し
か
し
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
移
民
メ
デ
ィ

　
ア
と
そ
の
統
制
』
（
↓
ぎ
』
ミ
ミ
茜
醤
ミ
、
ミ
鴇
§
R
禽
9
ミ
さ
』
）
と
さ
れ
て
い
た
。

（
9
）
　
春
原
昭
彦
『
日
本
新
聞
通
史
』
新
泉
社
、
一
九
八
五
年
、
一
二
四
～
＝
二
二
頁
。

（
1
0
）
　
本
稿
中
の
引
用
は
次
の
復
刻
版
（
頁
数
は
原
本
）
に
よ
る
。
「
社
会
運
動
の
状
況
（
内
務
省
警
保
局
編
）
よ
り
在
留
朝
鮮
人
の
運
動
編
　
附
在

　
支
朝
鮮
人
の
不
穏
策
動
状
況
』
（
昭
和
四
～
一
七
年
）
第
一
～
五
巻
、
日
本
資
料
刊
行
会
、
刊
行
年
不
詳
。
な
お
、
昭
和
四
年
に
活
版
印
刷
化
さ
れ

　
る
以
前
の
「
社
会
運
動
の
状
況
』
に
も
「
在
留
朝
鮮
人
ノ
状
況
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
印
刷
物
の
状
況
」
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
内
務

　
省
警
保
局
編
（
荻
野
富
士
夫
解
題
）
『
社
会
運
動
の
状
況
　
大
正
一
五
年
版
・
昭
和
二
年
版
』
不
二
出
版
、
一
九
九
四
年
を
参
照
。

（
n
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
四
年
』
一
二
〇
九
頁
。

（
1
2
）
　
「
社
会
運
動
の
状
況
』
中
の
「
朝
鮮
人
関
係
刊
行
物
調
」
に
は
、
「
各
種
朝
鮮
人
団
体
又
は
朝
鮮
人
個
人
に
於
て
発
行
す
る
機
関
誌
其
他
合
法
印

　
刷
物
中
、
一
定
の
題
号
を
用
ひ
定
期
又
は
不
定
期
に
継
続
的
に
発
行
す
る
も
の
」
が
掲
載
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
部
単
行
本
や
嘆
願

　
書
等
、
単
発
の
印
刷
配
布
物
も
含
ま
れ
る
。

（
1
3
）
　
毎
年
の
「
朝
鮮
人
関
係
刊
行
物
調
」
か
ら
重
複
を
除
き
、
か
つ
必
要
に
応
じ
て
「
発
売
禁
止
処
分
調
」
掲
載
の
刊
行
物
を
加
え
た
。
分
類
は
、

　
『
社
会
運
動
の
状
況
』
記
載
事
項
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
た
め
、
一
部
不
正
確
な
点
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
。
ご
指
摘
を
い
た
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だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
4
）
外
村
大
「
親
睦
扶
助
団
体
と
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
「
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
九
三
年
、
一
一
二
頁
。

（
1
5
）
　
外
村
大
「
戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
層
　
　
存
在
形
態
・
経
歴
・
意
識
・
社
会
的
活
動
　
　
」
『
社
会
科
学
討
究
』
四
二
巻
三
号
、

　
一
九
九
七
年
、
二
九
六
～
三
〇
〇
頁
。

（
1
6
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
九
年
』
一
四
四
八
頁
。

（
1
7
）
　
西
成
田
豊
『
在
日
朝
鮮
人
の
「
世
界
」
と
「
帝
国
」
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
、
一
九
四
頁
。

（
1
8
）
　
早
稲
田
大
学
。
丁
司
（
ウ
リ
）
同
窓
会
編
「
韓
国
留
学
生
運
動
史
ー
早
稲
田
大
学
。
丁
司
同
窓
会
七
〇
年
史
ー
』
早
稲
田
大
学
。
丁
司
同
窓
会
、

　
｝
九
七
六
年
、
二
八
～
二
九
頁
。

（
1
9
）
　
早
稲
田
大
学
亭
司
同
窓
会
編
、
前
掲
書
、
＝
一
〇
頁
。

（
2
0
）
　
姜
徹
編
『
在
日
朝
鮮
人
史
年
表
』
、
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
。

（
2
1
）
　
早
稲
田
大
学
・
丁
司
同
窓
会
編
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

（
2
2
）
内
務
省
警
保
局
保
安
課
「
朝
鮮
人
概
況
　
第
二
』
大
正
七
年
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
一
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
五

　
年
、
六
八
頁
）
。

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

　
編

（
2
6
）

　
年
、

（
2
7
）

朴
慶
植
「
学
之
光
」
、
伊
藤
亜
人
他
編
『
朝
鮮
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。

内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
朝
鮮
人
概
況
』
大
正
五
年
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
一
巻
』
＝
二
書
房
、
一
九
七
五
年
、
五
〇
頁
）
。

朝
鮮
半
島
及
び
日
本
以
外
で
発
行
さ
れ
た
朝
鮮
語
新
聞
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
李
海
暢
『
韓
國
新
聞
史
研
究
』
成
文
閣
、
一
九
七
二
年
（
第
三

海
外
國
文
紙
翔
攣
遷
）
を
参
照
。

内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
朝
鮮
人
概
況
　
第
三
』
大
正
九
年
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
｝
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
五

九
四
頁
）
。

早
稲
田
大
学
。
丁
司
同
窓
会
編
、
前
掲
書
、
八
八
～
九
二
頁
に
解
散
声
明
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
2
8
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
宇
植
「
植
民
地
時
代
の
在
日
朝
鮮
人
文
学
」
（
『
季
刊
青
丘
』
一
三
号
、
一
九
九
二
年
、
四
八
～
五
五
頁
）
に
く
わ
し
い
。

（
2
9
）
　
一
九
二
八
年
八
月
、
秘
密
結
社
朝
鮮
共
産
党
日
本
総
局
と
高
麗
共
産
青
年
会
が
検
挙
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
は
そ
の

　
中
心
的
活
動
家
を
失
っ
て
い
た
（
西
成
田
豊
、
前
掲
書
、
一
四
五
頁
）
。

（
3
0
）
　
外
村
大
「
親
睦
扶
助
団
体
と
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
九
三
年
、
一
一
五
～
六
頁
。

（
3
1
）
　
朴
慶
植
『
八
二
五
解
放
前
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
、
二
三
〇
頁
。

（
3
2
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
六
年
』
、
一
一
六
七
頁
。

（
3
3
）
　
坂
本
悠
一
「
福
岡
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
移
民
社
会
の
成
立
f
戦
間
期
の
北
九
州
工
業
地
帯
を
中
心
と
し
て
　
　
」
「
青
丘
学
術
論
集
』
（
財
団

　
法
人
　
韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団
）
第
一
三
集
、
一
九
九
八
年
、
一
六
三
～
四
頁
。

（
3
4
）
　
朴
慶
植
『
八
二
五
解
放
前
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
、
二
七
一
頁
の
ほ
か
、
堀
内
稔
「
阪
神
消
費
組
合
に
つ
い

　
て
」
「
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
七
号
、
一
九
八
O
年
を
参
照
。

（
3
5
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
八
年
』
一
四
二
九
頁
。

（
3
6
）
　
内
務
省
警
保
局
編
「
社
会
運
動
の
状
況
』
の
「
在
留
朝
鮮
人
ノ
発
行
ス
ル
印
刷
物
ノ
状
況
」
中
の
リ
ス
ト
に
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
年
と
そ
の
部

　
数
を
記
す
。
以
下
同
様
。

（
3
7
）
　
雑
誌
『
済
州
島
』
に
創
刊
号
よ
り
連
載
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
「
在
日
島
民
の
親
睦
会
め
ぐ
り
」
を
参
照
。

（
3
8
）
内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』
昭
和
一
一
年
七
月
分
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、
六

　
三
七
頁
）
。

（
3
9
）
内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』
昭
和
一
一
年
一
月
分
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、
六

　
三
八
～
九
頁
）
。

（
4
0
）
　
世
帯
員
と
独
身
者
の
合
計
で
、
複
数
回
答
を
合
算
し
た
結
果
で
あ
る
。
回
答
者
総
数
は
、
一
九
二
八
年
が
二
〇
〇
〇
人
、
一
九
三
五
年
が
三
六

　
九
九
人
で
あ
っ
た
。
東
京
府
社
会
課
『
在
京
朝
鮮
人
労
働
者
の
現
状
』
（
社
会
調
査
資
料
第
七
輯
）
一
九
二
九
年
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
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資
料
集
成
　
第
二
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
、
九
九
九
～
一
〇
〇
〇
頁
）
、
東
京
府
社
会
課
『
在
京
朝
鮮
人
労
働
者
の
現
状
』
（
社
会
調
査
資
料

　
第
二
五
輯
）
一
九
三
六
年
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
｝
九
七
六
年
、
一
〇
七
三
～
一
〇
七
四
頁
）
。

（
4
1
）
　
西
成
田
豊
、
前
掲
書
、
｝
四
一
頁
。

（
4
2
）
　
朴
慶
植
『
八
・
一
五
解
放
前
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
、
三
七
四
～
五
頁
。

（
4
3
）
外
村
大
「
一
九
三
〇
年
代
中
期
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
－
京
阪
神
地
域
・
「
民
衆
時
報
』
を
中
心
に
」
「
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
二
八
号
、
一

　
九
九
一
年
、
緑
陰
書
房
の
ほ
か
、
金
賛
汀
「
異
邦
人
は
君
ケ
代
丸
に
乗
っ
て
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
及
び
『
在
日
コ
リ
ア
ン
百
年
史
』
（
三

　
五
館
、
一
九
九
七
年
）
。

（
4
4
）
筆
者
は
神
戸
市
の
青
丘
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
コ
ピ
i
版
を
参
照
し
た
。
訳
は
、
外
村
大
「
一
九
三
〇
年
代
中
期
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
－

　
京
阪
神
地
域
・
「
民
衆
時
報
』
を
中
心
に
」
に
よ
る
。

（
4
5
）
　
在
日
朝
鮮
人
の
な
か
の
経
済
的
な
「
成
功
者
」
た
ち
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
『
朝
鮮
日
報
』
や
『
東
亜
日
報
』
と
い
っ
た
新
聞
紙
面
に
、
年
賀

　
挨
拶
の
た
め
の
「
名
刺
広
告
」
を
す
で
に
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
数
は
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
、
「
朝
鮮
日
報
』

紙
だ
け
で
、
一
七
六
〇
点
に
の
ぼ
る
。
外
村
大
「
戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
に
お
け
る
社
会
的
上
昇
」
『
社
会
科
学
討
究
』
四
三
巻
三
号
、
｝
九
九
八
年
、

　
六
二
六
頁
参
照
。

（
4
6
）
　
内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』
昭
和
二
年
一
一
月
分
（
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
）
。

（
4
7
）
　
朴
慶
植
、
前
掲
書
、
二
八
六
頁
。

（
4
8
）
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
一
一
年
』
一
四
九
〇
～
一
頁
、
内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』
昭
和
一
二
年
八
月
分
（
朴
慶
植

編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、
七
九
六
～
七
頁
）
。

（
4
9
）
在
日
朝
鮮
人
社
会
に
よ
る
朝
鮮
語
新
聞
支
援
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
名
古
屋
地
区
で
は
、
朝
鮮
人
夜
学
の
「
普
及
学
院
」
を
経
営
す
る
半
島
青

年
団
（
一
九
三
三
年
結
成
）
が
『
東
京
朝
鮮
民
報
』
の
名
古
屋
支
局
に
、
名
古
屋
合
同
労
働
組
合
（
一
九
三
五
年
結
成
）
が
『
朝
鮮
新
聞
』
の
名
古

屋
支
局
に
そ
れ
ぞ
れ
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
聞
普
及
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
合
同
労
組
傘
下
の
団
体
（
正
和
会
加
茂
支
部
）
の
な
か
に
は
、
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運
営
す
る
三
〇
ヵ
所
の
夜
学
で
『
朝
鮮
新
聞
』
を
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
金
廣
烈
コ
九
三
〇
年
代
名
古
屋
地
域
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
運

動
」
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
九
三
年
参
照
。

（
5
0
）
　
朴
尚
僖
「
東
京
朝
鮮
人
諸
団
体
歴
訪
記
」
「
朝
鮮
思
想
通
信
』
一
九
二
七
年
一
二
月
八
日
連
載
分
、
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七

　
九
年
に
掲
載
。

（
5
1
）
　
戦
前
か
ら
戦
後
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
の
一
連
の
対
応
変
化
に
つ
い
て
は
、
八
幡
明
彦
「
植
民
地
支
配
と
解
放

日
本
教
会
と
朝
鮮

　
（
1
）
」
『
R
A
I
K
通
信
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

（
5
2
）
　
大
阪
職
業
輔
道
會
「
大
阪
府
下
在
住
鮮
人
生
活
調
査
」
『
朝
鮮
』
大
正
一
三
年
五
月
号
、
一
一
六
～
一
二
六
頁
。

（
5
3
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
四
年
』
一
二
〇
九
～
一
二
］
三
頁
。

（
5
4
）
　
識
字
率
を
直
接
調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
調
査
の
多
い
日
本
語
習
得
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
二
九
年
神
戸
市
で
、
日
本
語
を
「
解

　
せ
ざ
る
も
の
」
の
比
率
は
、
男
性
三
〇
・
O
％
に
対
し
て
女
性
六
三
・
五
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
三
五
年
神
戸
市
で
は
、
日
本
語
能
力
が
上
中
下

　
の
三
段
階
中
「
下
」
で
あ
る
者
の
比
率
は
、
男
性
｝
八
・
九
％
に
対
し
、
女
性
は
六
四
・
○
％
で
あ
っ
た
。
神
戸
市
社
会
課
「
神
戸
市
在
住
朝
鮮
人

　
の
現
状
」
（
一
九
三
〇
年
）
（
朴
慶
植
編
「
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
二
巻
』
＝
二
書
房
、
一
九
七
六
年
）
、
神
戸
市
社
会
課
「
朝
鮮
人
の
生

　
活
状
態
調
査
」
（
一
九
三
六
年
）
（
朴
慶
植
編
「
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
　
第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
）
。

（
5
5
）
　
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
昭
和
五
年
』
一
一
八
九
頁
。

（
5
6
）
例
え
ば
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
一
月
末
現
在
に
お
け
る
内
務
省
警
保
局
調
査
（
「
新
聞
雑
誌
及
通
信
社
二
関
ス
ル
調
」
）
に
よ
れ
ば
、
道

　
府
県
別
の
新
聞
・
雑
誌
・
通
信
社
の
分
布
で
、
大
阪
府
は
四
五
八
で
一
位
を
占
め
、
以
下
、
愛
知
県
三
一
八
、
北
海
道
二
四
四
、
京
都
二
〇
四
と
続

　
く
。
「
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
』
（
羽
鳥
知
之
・
原
本
所
蔵
）
、
大
正
出
版
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
5
7
）
G
H
Q
に
よ
る
検
閲
資
料
を
使
っ
た
占
領
期
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
小
林
聡
明
『
在
日
朝
鮮
人
メ
デ
ィ
ア
史

　
研
究
序
説
I
G
H
Q
占
領
下
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
新
聞
の
誕
生
と
そ
の
背
景
1
』
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
論
文
、
二
〇
〇
一

　
年
を
参
照
。
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「地域」；地域親睦

部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 正939 1940 1941 1942

なし 内地朝鮮
1000 市内県下

市内県下

市内県下

市内県下

市内県下

市内県下

市内県下

なし 市内県下

内地朝鮮

市内県下

市内県下
1000 500 市内県下
2500 市内県下

5000 1000 市内県下 大阪市西成区

市内県下

市内県下 足立区

市内県下
発禁，1936年東京
鮮新報へ

3000 落合親睦会 市内県下 アナキスト系

1000 市内県下 足立・荒川区

1000 ioOO 1000 市内県下 足立・荒川区

2000 ？ 内地一般

1000 2000 2000 市内県下 足立・荒川区

200 名古屋朝鮮留学生学

會
市内県下

岡山朝鮮留学生親睦
市内県下

左同 団体成員

300 215 230 300 300 300 300 京大朝鮮留学生同窓 市内県下

50 ESS関係者 団体成員

東京朝鮮留学生會 内地朝鮮

永楽学友會 内地朝鮮 発禁あり

100 100 700 700 1000 1000 1000 日本大学朝鮮留学生

窓會
団体成員 発禁あり

700 700 1000 1000 1000 1000 1000 明治大学朝鮮留学生

窓會
団体成員 発禁あり
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附表　戦前期における在日朝鮮人刊行物（内務省警保局編r社会運動の状況』より作成）

※配列は，「類別」「発行地」の50音順略号　「消協」＝消費組合，「他民」＝その他民族，「職経」＝職業経済

名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

名古屋ガゼット 一般 愛知 日本 19210300 月3 1000 1500 1000 500

名古屋ガゼット 一般 愛知 月1 1000

中部朝鮮時報 一般 愛知 19341118 月3 300

大阪朝鮮時報 一般 大阪 朝鮮 19290715 月1 500

東邦新聞 一般 大阪 朝鮮 19290929 月3 500

大阪朝鮮新聞 一般 大阪 朝鮮 月1 500 2000

朝鮮経世新聞 一般 大阪 日本 月3 500

朝鮮民聲新聞 一般 大阪 月3 1000 2000

朝鮮タイムス 一般 大阪 19321015 月3 1000 15DO

民衆公論 一般 大阪 月1 2000

朝鮮民聲報 一般 大阪 月2 2000

阪南新日報 一般 大阪 不定 3000

大阪朝鮮新聞 一般 大阪 19340826 月1 300

民衆時報 一般 大阪 朝鮮 19350614 月2 ？

夕刊大都新聞 一般 大阪 19360820 月3

経世新報 一般 東京 月1 2000

同仁新聞 一般 東京 不定 600

東京朝鮮民報 一般 東京 朝鮮 19341101 月2 2000 500

朝鮮新聞 一般 東京 朝鮮 19351231 月2 3000

大帝都新報 一般 東京 週2

東京区政新聞 一般 東京 月19

東京朝鮮新報 一般 東京 朝鮮 19360915 月2

都政タイムス 一般 東京 月1

學友會會報 学生 愛知 19340316 年1 100 200

會報 学生 岡山 不定 30

朝鮮留学生會誌 学生 京都 朝鮮 不定 50

會報 学生 京都 19361010 年1

英友 学生 京都 月2

學之光 学生 東京 朝鮮 19童30400不定 1500

學友 学生 東京 朝鮮 不定 100

學海 学生 東京 19290408 年1 1000 1000 1000

會報（同窓會報） 学生 東京 19281125 年1 300 300 500
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

1000 1000 量000 1000 1000 1000 1000
中央大学朝鮮留学生
窓會

団体成員 発禁あり

郁文館中学朝鮮留学

同窓會
市内県下

郁文館中学朝鮮留学

同窓會
市内県下

早大第一早高朝鮮同
會

市内県下

60 60 150 150 100 100 大成中学朝鮮留学生

睦會
市内県下

100 100 100 200 東洋商業留学生 市内県下

？ 早大辛司同窓會 団体成員 発禁

？ ？ ？ 明冶大予科 団体成員

35 35 明治大学商業學校朝

留学生親睦會
団体成員

200 東京學生芸術座 市内県下 朝鮮人学生

500 早大朝鮮同窓會 団体成員

500 早稲田高工朝鮮同窓 団体成員

朝鮮留学生学友會 市内県下

市内県下

市内県下 岡崎市

市内県下 1回のみ

永昌社 内地一般

100 100 100 100 在東京朝鮮音楽家協
市内県下

2000 2000 藝友會 内地一般 愛浪家向け
1500 1500 藝友會 団体成員

蹴球団セッピー団 市内県下 神戸市一円
50 30 市内県下 岩見沢町

朝鮮基督教福島教會 市内県下

市内県下 基督教信者

1000 内地朝鮮

天道教青年党 内地朝鮮 発禁あり

内地朝鮮

内地朝鮮 基督教信者

深川朝鮮基督教青年
市内県下

1000 1000 1000 1000 朝鮮基督教青年會 内地朝鮮

天道教学生會 内地朝鮮

朝鮮教会 内地朝鮮
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

會誌 学生 東京 19330621 年1 400 400 1000

親睦會 学生 東京 不定 12

親睦 学生 東京 年2 17

會誌 学生 東京 不定 60

友（會誌） 学生 東京 年1 70

青雲 学生 東京 19361101 年1

同窓會誌 学生 東京 19370亜24不定

辛己1（ウリ）旬報 学生 東京 19370601

燈友 学生 東京 年1

幕 学生 東京 年1

會誌 学生 東京 年1

ウリ工学 学生 東京 年1

白虎 学生 兵庫 朝鮮 不定 45 30

同志會詩集 趣味 愛知 月1 60

弓道新報 趣味 愛知 月1 200

童話童謡春の友 趣味 大阪 19340417 月1 1700

浪曲藝術 趣味 東京 日本 年4 500 200

在東京朝鮮音楽家協

ニュース
趣味 東京 19340528 月1 150

藝之友 趣味 東京 隔月 300

浪曲番付 趣味 東京 年2

セッピー（新光） 趣味 兵庫 月1 100 100

談叢誌 趣味 北海道 月1

喫（友） 宗教 大阪 朝鮮 月1 50

嬰（光） 宗教 大阪 月1 50 ？

朝鮮基督教新聞 宗教 大阪 月1

東學之光 宗教 東京 朝鮮 19271100 不定 100 1000 1000 700

聖書青年 宗教 東京 朝鮮 不定 300

霊ト真理 宗教 東京 朝鮮 月1 100 100 80 80

白馬 宗教 東京 朝鮮 不定 300

使命 宗教 東京 年1 1000 1000 1000

開關戦線 宗教 東京 19330720 月1 1000

朝鮮時論 宗教 東京 月1 1000
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

東京聖潔教会 市内県下

一姿會 市内県下

自彊舎機関誌 内地朝鮮 天道教信者
100 100 福音學校 団体成員

1000 1000 朝鮮基督教青年會 団体成員

100 朝鮮耶蘇教深川教會 市内県下
深川，神田，四谷教

1000 団体成員 基督教信者

1500 天主教信徒 団体成員

200 500 500 1000 1300 1300 真宗朝鮮教会，東亜
教教会（1938一）

市内県下

500 朝鮮基督教青年會 団体成員

500 内地朝鮮

120 130 基督教朝鮮監理會東

第一教會
市内県下

500 500 500 500 朝鮮仏教東京留学生 団体成員

130 日本基督教団第二部

鮮學生事業部
団体成員

300 天道教東京教区 市内県下

130 日本基督教団 団体成員

3000 天理教本部 団体成員

左同 市内県下

京阪神の基督教連合
市内県下

在日本朝鮮人基督教
市内県下

1000 兵庫基督教會，在日

朝鮮基督教
内地一般 M．E．アンダーソン

100 朝鮮聖書教會 団体成員

50 50 50 朝鮮基督教池田教會 市内県下 池田市

2500 2500 朝鮮聖書教會 市内県下

内地一般

市内県下

内地一般 全国消費組合

1000 日本俸給者協會住吉
部

内地一般 全国消費組合

500 阪神消費組合 市内県下
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

白衣聖報 宗教 東京 不定 ？

一委會會報 宗教 東京 19341000 50 30

創立10周年機関誌 宗教 東京 19350430 1回 700

巡回福音學校通信 宗教 東京 月1

使命及會報 宗教 東京 年1

福音申報 宗教 東京 月1

福音運動 宗教 東京 月1

光 宗教 東京 19361130 月1

和合之力 宗教 東京 月1

青年時代 宗教 東京 月1

基督世界 宗教 東京 月1

基督教朝鮮監理會第一教會週報

宗教 東京 毎週

金剛杵 宗教 東京 19240500 年1

日本基督教団第二部

鮮學生事業部週報
宗教 東京 毎週

新人間 宗教 東京 月1

日本基督教団総会議

並報告
宗教 東京 1回

天理教 宗教 奈良 朝鮮 1回

朝鮮耶蘇教神戸教會
報

宗教 兵庫 毎週 70 70

関西地方會會報 宗教 兵庫 不定 80

福音の光 宗教 兵庫 月1 500

基督世界 宗教 兵庫 月1 800 1000

朝鮮聖書教會會報 宗教 兵庫 月1 100

峰火 宗教 兵庫 月1

福音時代 宗教 兵庫 月1

協同組合運動 消組 大阪 月1 2000

協同組合研究 消組 大阪 19341015 月1 2000

日本消費組合新聞 消組 大阪 月1 300 1000

ロリヂデール原則の

討（ママ）
消組 大阪 19360810 1回

阪神消費組合ニュー
（阪消ニュース）

消組 兵庫 月1 500 500 500
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

ig36 1937 1938 1939 1940 1941 1942

神戸朝鮮人消費組合 市内県下

1800 内地一般
全国和漢薬局他の人

使用者

100 在京半島運転者銃後
市内県下

なし 市内県下

なし 市内県下

150 大阪市内朝鮮薬業組
市内県下

500 1000 200 200 市内県下

東洋通信社 内地朝鮮 主に百貨店広告

靴工親睦會 市内県下

東洋通信社 内地朝鮮

4000 300 3500 海外通信社 内地朝鮮

在東京朝鮮自動車運

手同友會
市内県下

東洋通信社 内地朝鮮

100 ？ 100 100 東京靴工親睦會 市内県下

100 不用品買出人倶楽部 団体成員

500 市内県下 荒川区日暮里町

2000 200 市内県下 王子区

なし 市内県下

内地朝鮮

自由青年連盟（無政
主義系）

内地朝鮮

なし 内地朝鮮 無政府主義系

黒色連盟，朝鮮東興

盟
内地朝鮮 アナキスト系

黒友連盟東興労働 内地朝鮮 アナキスト系

内地朝鮮 アナキスト系

朝鮮青年同盟 市内県下 「左翼系」

2000 愛国青年団 議会官庁
義務教育・参政権の
与

岡山朝鮮青年団 内地朝鮮
100 半島京友會 団体成員

100 在京都朝鮮人問題協
会

市内県下

120 半島青年団 市内県下
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

神戸朝鮮人消費組合

ユース
消組 兵庫 不定 70

開城人参タイムス 職経 京都 19351210 月1

運銃 職経 京都 月1

中国実業案内 職経 広島 日本 月1 2000

関西実業通信 職経 広島 月1 1000

費薬月報 職経 大阪 19370701 月1

産業新聞 職経 大分 月1 500 500 500

東京百科商工新報 職経 東京 両語 月1 7000 3000 8000 8000

靴工親睦會會報 職経 東京 19340100 不定 ？ ？

日満通商 職経 東京 不定 5000

日本商品案内 職経 東京 月1 5000 3500

在東京朝鮮自動車運

手同友會會報
職経 東京 不定 65 50

東京商品問屋聯合商
職経 東京 月1 5000

東靴新ニュース 職経 東京 不定

不用品買出人クラブ

ユース
職経 東京 19360828 不定

東京屑物商報 職経 東京 19370430 月2

東京廣告新聞 職経 東京 月2

福井実業新聞 職経 福井 月1 500 150 300

北海道海陸物産並優

製品時報
職経 北海道 月1 300

自由青年 政治 東京 日本
月1
1000

自由論戦 政治 東京 日本 月2 1000

黒色新聞 政治 東京 朝鮮 19311029 不定 2000 2000 2000

自由コムミュン 政治 東京 月1 500

土民 政治 東京 月1 1000 ？

青盟ニュース 政治 兵庫 不定 100

嘆願趣意書 他民 愛知 1回

新亜細亜新聞 他民 岡山 19340107 月1 500

會報 他民 京都 月1

朝協 他民 京都 月1

半島青年団 他民 京都 1回
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

1000 朝鮮民衆党準備會
37年差換処分とな

100 京都向上館 市内県下

在広島朝鮮人青年會 市内県下

済州島通航組合 団体成員

東亜通航組合 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

100 150 100 100 1000
朝鮮情報通信社，満
時代社（1936一）

學會（1938一）

内地朝鮮

発禁あり，主として

公庁方面配布
194G）

なし 内地朝鮮

東亜青年協会 内地朝鮮

満蒙時代社 内地朝鮮

協同貯金會 市内県下

内地朝鮮

2000 2500 2500 2000 2000 古箇會 内地朝鮮

5000 500 5000 5000 500 500 500 満蒙時代社，皇學社
1938一）

内地朝鮮

重00 100 100 夜雨會 団体成員

高麗青年會 市内県下

150 中野親睦會 市内県下

100 荒川親睦會 市内県下

150 落合辛己1親睦會 市内県下

200 ？ 豊島親睦會 市内県下 発禁あり

200 幡谷倶楽部 市内県下 渋谷区一円

南海親睦會 市内県下

在外陳川郡人會 市内県下

80 80 80 新寧郷友會 市内県下

在東京義城郡人會 市内県下

在東京麗水倶楽部 市内県下

200 酒龍親睦會 市内県下

市内県下

市内県下

なし 市内県下

市内県下

市内県下 一宮市

30 市内県下 一宮市

1000 1000 市内県下 名古屋市
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

朝鮮民衆党発起趣意
他民 京都 L回

向上の友 他民 京都 隔月

辛El（ウリ）青年 他民 広島 月1 200 200 200

済州通航組合ニュース 他民 大阪 朝鮮 不定 500

東亜通航組合ニュース 他民 大阪 朝鮮 不定 200 2000 2000

朝鮮少年同盟大阪支

ニュース
他民 大阪 朝鮮 不定 300

大阪朝鮮少年同盟浪

支部ニュース
他民 大阪 朝鮮 不定 200

朝鮮情報通信（朝鮮
信）

他民 東京 日本 月3 20 100 80 10 20

朝鮮時事評論 他民 東京 19321131 月1 5000 500

満鮮日報 他民 東京 月3 2000

満蒙時代 他民 東京 月1 100 2000 2000 2000

協同貯金會會報 他民 東京 月1 100

鮮満時事新聞 他民 東京 月1 20DO

古筍 他民 東京 19350301 不定 1000

魂 他民 東京 月1

夜雨會月報 他民 東京 19360320 月1

高麗 他民 兵庫 朝鮮 不定 60

中野親睦會報 地域 東京 19350201 月1 150

荒川親睦會報 地域 東京 19351201 月1 90

辛己1（ウリ）ニュース 地域 東京 月1 150

豊島親睦會報 地域 東京 朝鮮 月1

幡谷倶楽部 地域 東京 月1

親睦の友 同郷 東京 19330201 月1 200

在外映川郡人會會報 同郷 東京 月1 200

郷友 同郷 東京 19340722 月1 70 80

義友會 同郷 東京 19351105 不定 850

在東京麗水倶寒部報 同郷 東京 年2 100

／四龍親睦會會報 同郷 兵庫 月1 200

博愛 不明 愛知 朝鮮 不定 100

中部交通評論 不明 愛知 日本 不定 500

東亜申報 不明 愛知 両語 月1 1000 1000

中外時報 不明 愛知 日本 月1 1000

親交 不明 愛知 月1 40

趣味ノ修養 不明 愛知 月1

同胞 不明 愛知 月1
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

市内県下

50
山西，錦野地方朝鮮

保護會
市内県下

市内県下

内地朝鮮

内地朝鮮

1000 内地朝鮮

市内県下 堺市

内地朝鮮

内地朝鮮 単行本

市内県下 大阪市旭区内

100 内地朝鮮

2000 内地朝鮮 大阪・京城

？ 市内県下 東成区猪飼野

？ 市内県下

内地朝鮮

朝鮮会館 内地一般

内地一般

2000 300 1000 内地朝鮮

内地朝鮮 単行本

内地朝鮮 単行本

内地朝鮮 単行本

1500 1500 2000 玉500 東亜新光會 内地朝鮮

4500 内地一般 取次店

？ 団体成員

3000 3000 内地一般

重500 内地朝鮮

200 市内県下 長野県新潟県

内地朝鮮

相愛會 内地朝鮮

相愛會名古屋支部 市内県下

市内県下 瀬戸市

相愛會瀬戸本部 市内県下 瀬戸市

勇進青年団 市内県下

市内県下 中部朝日新聞を改題

市内県下

相愛會名古屋本部名

支部
市内県下
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

新光 不明 愛知 不定 500

海を渡るほととぎす 不明 熊本 年1

非常時 不明 埼玉 月1 50

愛隣新聞 不明 大阪 朝鮮 月1 1500

白光 不明 大阪 朝鮮 月1 300

相互通信 不明 大阪 月3 5000 5000 ？

ユ音早（教育部）月報 不明 大阪 朝鮮 月1 15

アジアの暴風 不明 大阪 月1 1000

暑号早 不明 大阪 月1 1500

平講倶楽部 不明 大阪 ig350101 不定 ？

内地渡航せんとする

に與ふ
不明 大阪 19360925 1回

憧憬皇1大阪 不明 大阪 19361115 1回

大阪と半島人 不明 大阪

鶏林 不明 大阪 19350600

大衆ノ光 不明 東京 朝鮮 月1 1000

朝鮮通信 不明 東京 日本 不定 1000

大同 不明 東京 月1 1000

内鮮満公論 不明 東京 月1 1000 1500

故郷の家 不明 東京 19350817 1回 500

創作 不明 東京 19351119 1回 400

放浪 不明 東京 1回 500

東亜民論 不明 東京 月1

モダン日本 不明 東京 月1

研究ニュース 不明 東京 隔月

校外教育 不明 東京 月1

国債はかうして返せ 不明 東京 年1

東亜文学短編集 不明 長野 里回

亜細亜公論 不明 兵庫 月1 1200 1200

和鮮新報 融和 愛知 日本 月1 500

和鮮新報 融和 愛知 日本 月1 1000

日鮮融和新聞 融和 愛知 日本 月3 500

中部朝日新聞 融和 愛知 日本 月3 2000 2000

日鮮公論 融和 愛知 月1 200 200

瀬戸タイムス 融和 愛知 19330725 月3 1000

中部朝日新聞 融和 愛知 月1 200 100

相愛 融和 愛知 月1
300
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部　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

亙936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

愛国青年団 市内県下

名古屋協和會 市内県下

相愛會名港支部 市内県下 相愛を改題

2500 2000 500 3000 3000 4000 5000 内地一般
愛知岐阜三重京都東

大阪

1000 相愛會名古屋本部 市内県下

500 500 中部日本善倫會 市内県下

500 200 市内県下 岡崎市

5000 東亜新聞 内地朝鮮 東亜新聞付録

2500 東亜新聞 内地朝鮮 東亜新聞付録

市内県下

内鮮相助會 内地朝鮮

1000 500 岡山友信會 市内県下 内鮮融和

内鮮共和労働組合 市内県下

340
木内遺徳顕彰會，内

同和會
市内県下 山口市

共栄會 市内県下

市内県下

市内県下

立憲東民党 市内県下

3000 ？ 大阪府協和會 市内県下

500 大日本生産党堺 市内県下 堺市

300 新光協和會 市内県下 長野県新潟県

市内県下

300 山陰日新會 市内県下 鳥取岡山広島島根

昭和朝鮮協會 内地朝鮮 内鮮融和

朝鮮協會 内地朝鮮 内鮮融和

朝鮮教育會 内地朝鮮

朝鮮少年団 市内県下 内鮮融和

大東同志會 市内県下 内鮮融和

共栄社 市内県下 内鮮融和

愛国同心會 市内県下

1000 1000 1000 1000 1000 1000 1000 力行學舎，力行社 内地朝鮮

100 ？ ？ ？ 内鮮婦人會 内地朝鮮

愛国公報社 市内県下

愛鮮時事新聞社 内地朝鮮

東光會 市内県下

黄人社 内地朝鮮
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名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

愛国青年団報 融和 愛知 1000 1000

協和會會報 融和 愛知 500

更正 融和 愛知 月1 20

東亜新聞 融和 愛知 月3，週1，日刊 2500

相愛新聞 融和 愛知 日本 月1 1000

善倫（新聞） 融和 愛知 月1 500

共済新報（申報） 融和 愛知 月1

内鮮一髄の再認識 融和 愛知 日本

勇士にささぐる學童

文集
融和 愛知

日本

融和（今冶新報） 融和 愛媛 日本 月2 300 300

相助時報 融和 岡山 月2 1000

内鮮融和時報 融和 岡山 月2

内鮮融和新聞 融和 高知 日本 月2 1000 1000

和光 融和 山口 年4

内鮮共栄 融和 石川 不定 300

内鮮大阪新聞 融和 大阪 日本 日刊 1000

東民公論 融和 大阪 月1 1000

内鮮新報 融和 大阪 月1 1000 ？

協和月報 融和 大阪 月1

阪堺新聞 融和 大阪 月2

新光協和會ニュース 融和 長野 月1

大日本共済新報 融和 長野 日本 月3 400

山陰日新會報 融和 鳥取 不定

昭和之朝鮮 融和 東京 日本 月1 2000

人間愛 融和 東京 日本 隔月 5000 1000 1000

奨学部報 融和 東京 日本 不定 300 1000 80 1000

朝鮮之健児 融和 東京 日本 月1 100 ？

同志 融和 東京 朝鮮 月1 100

共榮 融和 東京 日本 月1 500 500 500 500

同心 融和 東京 月1 300

力行之光 融和 東京 月1 1000 1000 100

内鮮婦人（會） 融和 東京 月1 1000 1000 2000

愛国公報 融和 東京 月1 1000

愛鮮時事新聞 融和 東京 不定 2000

東光會會報 融和 東京 年1 1000 500

國防と朝鮮人 融和 東京 ？ 3000
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

3000 300 1000 1000 朝鮮協會，産業協會
1937一）

内地朝鮮

黄人社 内地朝鮮

朝鮮生活改善同盟 市内県下

協和會 団体成員

3000 黄人社 市内県下

1000 榮尚協會 団体成員

500 黄人社 内地朝鮮

1000 黄人社 朝鮮

5000 内地朝鮮 一部削除処分

1000 1000 1000 1000 榮尚協會 団体成員

3000 3000 3000 3000 内地朝鮮

1000 市内県下

100 98 170 200 高岡協調會 市内県下 高岡居住朝鮮人

相愛會九州本部 市内県下

2000 2000 融和団体八幡親和會 市内県下
八幡市，八幡矯風會

へ改題

2000 八幡矯風會 市内県下 八幡市

内鮮親睦協會 ？ 内鮮融和

協親會 ？

相愛會 市内県下

相愛會 市内県下 神戸市

200 200 200 内鮮興助會 団体成員 38年団体解散

500 市内県下 躍進北日本の増刊号

国内樺太

150 協和団体紀南協愛會 市内県下 新宮市周辺

市内県下

文化普及會 市内県下

文化普及會 市内県下

中部地方自由労働組
市内県下

？ 名古屋合同労組 市内県下

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員
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戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935

次代の朝鮮 融和 東京 月1 1000 3000

黄人社パン！フレット 融和 東京 不定 2000

ニユース 融和 東京 不定 250

協和會報 融和 東京 不定 100

起て！朝鮮人　行
！満州国

融和 東京 不定

支那事変ト半島銃後
護リ

融和 東京 不定

戦時下三1辛己1旦1進路 融和 東京 不定

戦時下勤労必讃 融和 東京 年1

内鮮一髄論 融和 東京 不定

榮尚の光 融和 東京 年4

朝鮮斑報 融和 東京 月2

協和精神 融和 奈良 i回

會報 融和 富山 年2 100

九州相愛會ニュース 融和 福岡 日本 月1 1000 200

八幡親和會會報 融和 福岡 月1

八幡矯風會報 融和 福岡 月1

曙光 融和 兵庫 日本 月1 200

親光 融和 兵庫 朝鮮 月1 80

相愛會月報 融和 兵庫 月1 50

相愛 融和 兵庫 隔月 1000

内鮮興助會業績月報 融和 兵庫 月1 200

躍進北日本日鮮融和
融和 兵庫 1回

日鮮新聞 融和 北海道 両語 月3 1000

協愛 融和 和歌 月1

高麗 労働 愛知 19330721 月3 50

文化普及會會報 労働 愛知 50

文化普及會ニュース 労働 愛知 19340125 150

中部自由ニュース 労働 愛知 19340428 不定 300

名古屋労働者 労働 愛知 不定

大阪朝鮮労働組合西

ニュース
労働 大阪 朝鮮 19290505 不定 350 300

大阪朝鮮労働組合浪

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮 19290610 不定 800

大阪朝鮮労働組合港

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 200
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部　　　　数
関連団体 頒布地域 そ　の　他

1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

左同 団体成員

大阪朝鮮労働組合産

別再組織準備委員 団体成員

大阪化学労働組合 団体成員

大阪皮革労働組合準

委員会
団体成員

大阪金属労働組合 団体成員

阪南労働者自助會 市内県下

全協日本土木建築労

組合長野県
市内県下

朝鮮労働総同盟 内地朝鮮

朝鮮プロレタリア芸

同盟
内地朝鮮 発禁

朝鮮東興労働同盟 内地朝鮮

労農新聞社 市内県下 発禁あり

朝鮮労働組合 市内県下

市内県下 1回で中止

兵庫県朝鮮労働組合

部支部
市内県下
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戦前期における在日朝鮮人メディアの形成と展開

名　　称 類別 発行地 言語 創刊年月日 頻度
発　　　　行

1929 1930 隻931 1932 1933 1934 1935

大阪朝鮮労働組合東

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 200 500

大阪朝鮮労働組合北

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮

19290110
不定 500

大阪朝鮮労働組合西

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 200

大阪朝鮮労働組合河

支部ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 200

在日本朝鮮同盟満江
報

労働 大阪 朝鮮 不定 100

在日本朝鮮同盟海老

班報
労働 大阪 朝鮮 不定 100

在日本朝鮮同盟西成

報
労働 大阪 朝鮮 不定 100

在日本朝鮮同盟大阪

部ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 100

産業別再組織ニュース 労働 大阪 朝鮮 不定 1000

大阪化學労働組合ニ

ース
労働 大阪 朝鮮 不定 500

ニユース 労働 大阪 朝鮮 不定 500

大阪金属労働組合鮮

ニュース
労働 大阪 朝鮮 不定 200

阪南労働者自助會ニ

ース
労働 大阪 19330412 不定 120

土木労働者 労働 長野 朝鮮 不定 100

現段階 労働 東京 朝鮮 19290300 不定 1000

無産者 労働 東京 朝鮮
19290510

不定 1500 豆000

解放運動 労働 東京 朝鮮 19290300 不定 500

労農新聞 労働 東京 朝鮮 不定 100

朝鮮労働組合ニュース 労働 東京 不定 100

労働読本 労働 福岡 朝鮮 月3 100

労働者 労働 兵庫 朝鮮 不定 200
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